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一

山

田

洋

嗣

南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」
の
輪
郭

　

よ
む
う
ち
に
と
し
よ
り
ぬ
べ
し
た
な
が
み
の
さ
と
り
え
が
た
き
事
の
お
ほ
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
阿
法
師
）　

　

源
俊
頼
の
家
集
「
散
木
奇
歌
集
」
の
伝
本
研
究
は
早
く
関
根
慶
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
校
本

と
作
品
研
究
を
付
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
注
一
）。

そ
の
後
、
関
根
は
所
蔵
の
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
を
底

本
に
新
た
な
校
本
を
提
供
し
（
注
二
）、

諸
注
を
集
成
し
補
注
と
し
て
自
身
の
読
解
を
添
え
た
「
集
注

篇
」
で
「
散
木
奇
歌
集
」
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
（
注
三
）。

こ
れ
に
続
い
て
、 「
散
木
奇
歌
集
」

の
伝
本
は
平
澤
五
郎
に
よ
っ
て
網
羅
的
に
内
部
の
調
査
が
行
わ
れ
、
類
従
本
系
と
大
野
本
系
と

に
大
別
す
る
関
根
の
分
類
を
再
確
認
し
つ
つ
、
四
類
に
分
か
た
れ
た
が
、
平
澤
は
契
沖
書
写
本

を
精
査
し
、
か
つ
伝
本
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
細
部
に
わ
た
っ
て
精
密
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
各
伝
本
の
本
文
生
成
の
由
来
と
伝
来
、
転
写
の
過
程
か
ら
こ
れ
を
導

き
出
し
、
そ
の
本
文
の
具
体
そ
の
も
の
と
と
も
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
（
注
四
）。
さ
ら
に
近
く
は
草
稿

本
的
と
い
わ
れ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
安
貞
二
年
藤
原
定
家
他
筆
の
「
源
木
工
集
」
が
影
印

さ
れ
た
が
、
そ
の
伝
本
と
し
て
の
位
置
は
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
（
注
五
）。

　

か
よ
う
な
研
究
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
現
在
確
認
で
き
る
「
散
木
奇
歌
集
」
の
伝
本
は
、
明

ら
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
が
ら
現
存
し
な
い
も
の
や
上
記
の
諸
論
に
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
を
含
め
る
と
、
五
十
本
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
（
注
六
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
現
存
す
る
も

の
は
、
他
の
多
く
の
作
品
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
格
段
に
古
い
定
家
他
筆
本
を
除
い
て
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
に
分
散
し
、
こ
と
に
江
戸
後
期
に
写
さ
れ
、
ま
た
明
治
に
及
ん
で
い
る
。

江
戸
中
期
以
降
の
多
く
の
伝
本
が
多
少
な
り
と
も
契
沖
書
写
本
と
群
書
類
従
本
の
影
響
下
に
あ

る
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
い
さ
さ
か
特
異

な
、
し
か
し
い
か
に
も
江
戸
後
期
的
な
流
転
の
末
に
成
立
し
た
一
伝
本
に
つ
い
て
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

旧
南
部
邸
に
設
け
ら
れ
た
盛
岡
市
中
央
公
民
館
は
南
部
家
旧
蔵
の
文
書
と
典
籍
を
収
蔵
す
る

が
、
そ
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
二
部
ず
つ
の
「
散
木
奇
歌
集
」
と
「
散
木
奇
歌
集
標
注
」
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
は
旧
蔵
者
の「
散
木
奇
歌
集
」へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
、
二
部
の
「
散
木
奇
歌
集
」
は
群
書
類
従
本
と
そ
の
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
な

る
群
書
類
従
本
と
そ
の
写
本
で
は
な
く
、
全
冊
に
わ
た
っ
て
傍
線
、
傍
点
の
類
、
校
異
や
頭
書
、

ま
た
注
な
ど
を
施
し
た
群
書
類
従
本
と
、
一
見
そ
の
群
書
類
従
本
を
こ
れ
ら
の
書
込
み
を
含
め

そ
の
ま
ま
正
確
に
書
写
し
た
か
と
思
わ
れ
る
、い
わ
ば
副
本
と
も
見
え
る
写
本
で
あ
る
（
注
七
）。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
書
込
み
は
そ
の
本
来
が
小
山
田
与
清
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

二
部
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
、
ま
た
写
す

―

移
す
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
さ
ら

に
は
作
品
を
読
み
、
書
物
を
使
う
と
い
う
点
か
ら
も
、
注
意
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。

　

初
め
に
書
誌
的
事
項
を
略
記
す
る
。
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二

　

Ⅰ
（
群
書
類
従
）

函
架
番
号　

和
０
１
７
７　

南
部
家
旧
蔵　

印
記
、
前
遊
紙
表
右
上
に
「
さ
く
／
ら
園
」、
右

下
に
「
養　（
恬
カ
）　／
座
右
／
之
書
」、
第
一
丁
表
中
央
右
寄
り
上
部
に
「
奥
御
／
蔵
書
」（
／
は
改
行

を
示
す
。
以
下
同
）。

赤
茶
布
目
紙
表
紙
（
後
補
）、
楮
紙
袋
綴
、
刊
三
冊
、
寸
法　

二
六
・
五
×
一
七
・
九
㎝　

全

二
一
一
丁 （
上
八
一
、 
中
六
九
、 

下
五
七
、 

下
巻
末
余
四
）。
外
題
「
散
木
奇
謌
集　
　

上
（
中
・

下
）」（
後
補
題
簽
、
表
紙
左
上
）、
内
題
「
群
書
類
従
巻
第
二
百
五
十
四
上
／
検
校
保
己
一
集

／
和
歌
部
百
九
家
集
二
十
七
／
散
木
奇
謌
集
第
一
」（
端
作
）。
奥
書
「
右
散
木
奇
謌
集
以
織
部
正
乗

尹
本
校
合
了
／
群
書
類
従
巻
第
二
百
五
十
四
下
」。
後
補
前
遊
紙
表
に
「
与
清
」
識
語
、
全
巻

に
わ
た
り
、
行
の
左
右
に
朱
の
傍
点
、
傍
線
、
朱
、
墨
の
書
入
れ
、
上
欄
外
に
朱
と
墨
の
頭
書

標
注
等
を
付
す
。
巻
末
に
四
丁
分
の
紙
を
補
い
、
俊
頼
の
勅
撰
集
入
集
歌
の
う
ち
五
四
首
、
万

代
集
入
集
歌
八
首
を
追
加
す
る
。
語
注
を
記
す
貼
紙
三
紙
あ
り
（
い
ず
れ
も
朱
、
本
文
同
筆
）。

各
冊
前
遊
紙
裏
に
は
そ
の
冊
の
部
立
を
頭
に
朱
の
丸
を
添
え
て
記
し
、
本
文
部
立
名
の
上
に

○
、
△
（
い
ず
れ
も
朱
）
を
見
出
し
と
し
て
付
す
。
ま
た
巻
初
の
丁
の
端
に
は
朱
で
目
印
を
記

し
、
ま
た
各
冊
端
作
「
群
書
類
従
巻
第
二
百
五
十
四
上
（
中
・
下
）
／
検
校
保
己
一
集
／
和
歌

部
百
九
家
集
二
十
七
」
を
朱
線
で
囲
ん
で
い
る
。
書
入
れ
は
上
巻
と
中
・
下
巻
の
二
筆
、
な
い

し
巻
ご
と
の
三
筆
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
中
巻
の
筆
跡
は
次
掲
写
本
の
筆
跡
に
似
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　

Ⅱ
（
群
書
類
従
本
写
本
）

函
架
番
号　

和
０
１
７
８　

南
部
家
旧
蔵　

印
記
、
前
遊
紙
表
右
下
に
「
と
き
／
は
園
」。

薄
茶
横
目
模
様
紙
表
紙
（
原
表
紙
か
）、
楮
紙
袋
綴
、
江
戸
末
期
写
三
冊
、
寸
法　

二
七
・
四
×

一
九
・
〇
㎝　

外
題
「
散
木
奇
哥
集　
　

上
（
中
・
下
）」（
題
簽
、
表
紙
中
央
、
但
し
左
上
に

剥
離
痕
）。
こ
の
他
は
細
部
を
除
い
て
Ⅰ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
特
に
群
書
類
従
本
文
と
の
字

形
の
相
似
な
ど
、
Ⅰ
（
群
書
類
従
）
の
臨
模
の
ご
と
く
に
見
え
る
写
本
で
あ
る
。

　

識
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。清
濁
、漢
字
か
な
の
別
、行
配
り
な
ど
も
と
の
ま
ま
に
翻
字
し
た
。

　
　

与
清
曰
散
木
集
は
其
頃
の
俗
諺
及
古
き
物
語
な
と

　
　

よ
せ
た
れ
ば
今
に
成
て
は
弁
か
た
き
ふ
し
お
ほ
か
り
こ
は

　
　

類
聚
名
義
抄
字
鏡
集
な
と
に
据
て
其
詞
を
も
と
め

　
　

家
集
髄
脳
等
に
わ
た
り
て
其
古
事
の
証
を
求

　
　

む
へ
し
曽
丹
集
出
観
集
為
忠
家
両
度
百
首
次
郎
百
首

　
　

夫
木
（
一
字
欠
字
マ
マ
）

□
拾
玉
集
山
家
集
草
根
集
な
ど
こ
れ
を
助
く
る

　
　

こ
と
お
ほ
し
」（
以
下
余
白
）

　

両
冊
の
蔵
書
印
の
う
ち
、「
養　（
恬
カ
）　／

座
右
／
之
書
」
は
未
詳
。「
奥
御
／
蔵
書
」
は
南
部
家

旧
蔵
本
に
か
な
り
の
数
が
み
ら
れ
る
印
記
で
、
藩
主
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。「
さ
く
／
ら
園
」、「
と

き
／
は
園
」
の
二
顆
は
印
面
の
趣
、
印
形
、
大
き
さ
な
ど
相
似
し
て
お
り
、
両
者
に
つ
な
が
り

の
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
前
者
は
盛
岡
藩
第
十
四
代
藩
主
の
南
部
利
剛
、
後
者
は
そ

の
室
南
部
明
子
の
も
の
で
あ
る
。
南
部
利
剛
に
は
家
集
『
桜
園
集
』
が
あ
り
（
注
八
）、南

部
明
子
は
「
常

磐
園
」
を
称
し
、「
殿
の
桜
園
集
の
さ
ま
に
な
ら
ひ
つ
ゝ
ま
や
か
な
る
家
集
に
あ
み
な
さ
は
や
」

と
し
て
編
ん
だ
と
い
う
『
常
磐
園
集
』
が
あ
る
（
注
九
）。

同
じ
南
部
家
旧
蔵
本
の
「
五
部
合
集
」
の
奥

に
は
「
明
治
廿
四
年
夏
六
月
／
喚
犬
喚
鶏
屋
永
好
之
写
本
を
も
つ
て
／
う
つ
し
け
る
は
／
常
盤

園
明
子
也
」
と
あ
り
、
同
筆
「
栄
花
物
語
抜
書
」
に
は
「
と
き
／
は
園
」
印
が
あ
る
か
ら
（
注
十
）、

こ

の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
南
部
明
子
は
水
戸
徳
川
家
、
徳
川
斉
昭
の
女
で
、
和
歌

に
す
ぐ
れ
、
そ
の
師
は
前
田
夏
蔭
、
間
宮
永
好
、
同
八
十
子
、
久
米
幹
文
、
江
刺
常
久
ら
で

あ
っ
（
注
十
一
）た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
冊
の
う
ち
、
群
書
類
従
本
は
南
部
利
剛
の
、
群
書
類
従
写
本

が
南
部
明
子
の
蔵
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
（
注
十
二
）る。

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
「
与
清
」
の
識
語
と
書
入
れ
は
両
本
と
も
小
山
田
与
清
筆
で
は
な
い
が
、
傍
線
等
も
含
め
、

ま
ず
与
清
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
（
注
十
三
）う。
蔵
書
を
徹
底
的
に
利
用
し
て
、
校
異
や
注
、
考

証
を
加
え
、
識
語
を
記
す
な
ど
す
る
の
は
、
当
時
の
和
学
者
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

与
清
に
お
い
て
も
甚
だ
し
く
、
こ
の
本
の
傍
線
、
傍
点
の
施
し
方
、
ま
た
頭
書
や
注
な
ど
、
そ
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南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」
の
輪
郭
（
山
田
）

三

の
手
に
な
る
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る

（
注
十
四
）
。

　

書
き
込
み
は
多
様
で
し
か
も
多
く
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
冒

頭
部
分
を
も
っ
て
示
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
端
作
三
行
は
朱
の
直
線
で
囲
み
、
集
名
に
付
け
ら

れ
た
見
出
し
と
し
て
の
朱
の
圏
点
や
三
角
点
、
最
初
の
歌
と
二
番
歌
に
あ
る
よ
う
な
朱
書
と
墨

書
の
集
付
、
随
所
に
見
ら
れ
る
朱
、
墨
二
様
の
校
異
や
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
修
正
、
他
本
と
の
校

異
は
異
本
で
あ
る
意
味
の 
「
イ
」
を
付
け
る
も
の
と
付
け
な
い
も
の
が
あ
り
、
他
歌
書
に
あ
る

も
の
は
そ
の
歌
書
の
名
を
添
え
た
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仮
名
表
記
へ
の
あ
て
漢

字
、「
松
に
待
つ
を
添
ふ
」
の
よ
う
な
簡
単
な
墨
書
の
注
意
書
き
、上
欄
外
へ
の
朱
と
墨
の
頭
書
、

標
注
、
ま
た
○
―
の
記
号
が
見
ら
れ
る
。
傍
線
や
傍
点
の
類
は
さ
ら
に
複
雑
で
、
朱
に
よ
っ
て

傍
点
と
波
線
が
行
の
左
右
に
引
か
れ
、
左
右
に
圏
点
が
あ
り
、
ま
た
右
側
に
引
か
れ
る
直
線
が

あ
り
、
傍
点
と
も
波
線
と
も
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
非
常
に
煩
雑
で
あ
る
。

こ
の
状
態
を
冒
頭
部
分
、
第
一
丁
の
和
歌
に
つ
い
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
体

で
記
す
の
が
群
書
類
従
本
本
文
、
そ
の
近
傍
に
書
入
れ
を
記
し
、
歌
頭
に
『
新
編
国
歌
大
観
』

の
番
号
を
付
す
。

南
部
家
旧
蔵
本
の
記
号
類
１

　
　
　
　
　

堀
川
院
御
時
百
首
哥
め
し
け
る
に
元
日
の
心
を
つ
か
ふ
ま
つ
れ
る

　
　
　
　
　
　　
「
堀
川
院
御
時
百
首
哥
」
右
傍
点
（
朱
）

　
　
　
　
　
　　
「
元
日
の
心
」
右
傍
点
（
朱
）

　
　
　
　
　
　
　
「
哥
」
の
下
に
「
を
イ
」
を
補
入
（
朱
）

　
　
　
　
　
　
　
「
つ
か
ふ
」
の
「
ふ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
）
し
「
う
イ
」
と
訂
（
朱
）

　
　
　
　
　
　
　
「
ま
つ
れ
る
」
の
「
れ
る
」
を
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
）
し
「
り
け
る
」
と
訂
（
墨
）

　
　

１
庭
も
せ
に
ひ
き
つ
ら
な
れ
る
も
ろ
人
の
た
ち
ゐ
る
か
け
や
千
世
の
初
春

　
　
　

和
歌
右
肩
に
「
玉
葉
集
上
」
と
注
記
（
朱
）

　　
　
「
庭
も
せ
に
」
に
右
波
線

　
　
　
「
ひ
き
つ
ら
な
れ
る
も
ろ
人
」
に
左
波
線
（
朱
）

　
　
　
「
も
ろ
人
の
た
ち
ゐ
る
」
に
右
波
線
（
朱
）

　
　
　
「
た
ち
ゐ
る
」
に
左
圏
点
（
朱
）

　
　
　
「
千
世
の
初
春
」
に
右
波
線
（
朱
）

　
　
　
「
千
世
」
の
「
世
」
に
「
代
イ
」
と
傍
記
（
朱
）

　
　
　
　
　

立
春
日
よ
め
る

　
　
「
立
春
」
の
「
春
」
右
下
に
「
の
」
を
補
入
（
朱
）

　
　
「
よ
め
る
」
の
「
る
」
を
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
）
し
「
り
け
る
」
と
訂
（
朱
）

　
　

２
い
つ
し
か
と
今
朝
は
氷
も
と
け
に
け
り
い
か
て
み
き
は
に
春
を
し
る
ら
ん
」
１
オ

　
　
　

和
歌
右
肩
集
付
の
下
に
「
雑
春
」
と
補
記
（
朱
）

　
　
「
い
つ
し
か
と
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
い
か
て
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
み
き
は
に
春
を
し
る
」
に
左
傍
点
（
朱
）

　
　
　
　

朝
原
霞
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
「
朝
原
」
の
「
朝
」「
原
」
右
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
の
」
を
補
入
（
朱
）

　
　

３
春
の
く
る
あ
し
た
の
原
を
見
わ
た
せ
は
霞
も
け
ふ
そ
立
は
し
め
け
る

　
　
　

和
歌
右
肩
集
付
の
下
に
「
春
上
」
と
補
記
（
朱
）

　
　
　　
「
あ
し
た
の
原
」
に
右
直
線
（
朱
）

一
日
の
日
の
あ
し
た
に
か
ゝ
み
を
み
て
よ
め
る

　
　
「
一
日
の
日
」
に
右
傍
点
（
不
明
瞭
）

　
　
「
一
日
」
右
に
「
朔
」
と
傍
記
（
墨
）

　
　
「
一
日
の
日
」
を
左
引
出
線
で
は
さ
み
「
朔
日
」
と
左
に
傍
記
（
朱
）

　
　
「
よ
め
る
」
の
「
め
」
を
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
）
し
「
み
侍
け
」
と
訂
（
朱
）

　

こ
の
行
の
上
に 

「
此
カ
ゝ
ミ
ハ
次
ノ
哥
ニ
云
／
カ
ゝ
ミ
ト
別
ニ
テ
常
ノ
鏡
／ 

　

也
」 （
墨
）

　
　

４
身
ひ
と
つ
は
こ
し
つ
と
も
な
き
年
な
れ
と
老
の
す
か
た
は
さ
き
立
に
け
り

　
　
「
こ
し
つ
と
も
な
き
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
と
し
な
れ
と
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
老
の
す
か
た
は
」
に
左
傍
点
（
朱
）



福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

九
（
一
）
二
〇
〇
九

（ 　 ）4

四

顕
仲
の
君
の
八
条
の
家
に
人
々
あ
つ
ま
り
て
十
首
哥
よ
み
け
る
に
霞
の
心
を
よ
め
る

　
　
「
顕
仲
の
君
」
に
右
波
線
（
朱
）

　
　
「
君
の
」 

の 「
の
」の
下
に
引
出
線（
朱
） 「
イ
下
文
ハ
八
条
ト
ア
リ
」 

と
傍
記（
朱
）

　
　
「
八
条
の
家
」
に
左
直
線
（
朱
）

　
　
「
十
首
哥
よ
み
け
る
に
」
に
右
波
線　

　
　
「
十
首
」（
行
末
）
の
下
に
「
の
イ
」
と
注
記
（
朱
）

　
　
「
よ
み
け
る
に
」
の
「
み
」
の
下
に
補
入
記
号
（
朱
小
圏
点
）
と
引
出
線
を
付
し

　　
「
侍
」
と
傍
記
（
朱
）

　
　
「
よ
め
る
」
の
「
め
」
の
下
に
補
入
記
号
（
朱
小
圏
点
）
と
引
出
線
（
朱
）
を
付

　

し
「
り
け
」
と
傍
記
（
朱
）

　
　

５
い
つ
し
か
と
末
の
松
山
か
す
め
る
は
な
み
と
ゝ
も
に
や
春
も
こ
ゆ
ら
ん

　
　
「
い
つ
し
か
と
」
に
右
波
線
（
朱
）

　
　
「
い
つ
し
か
と
」
右
に
「
新
千
春
上
」
と
集
付
（
朱
）

　
　
「
い
つ
し
か
と
」
左
に
「
万
代
春
上
」
と
集
付
（
墨
）

　
　
「
末
の
松
山
」
に
左
直
線
（
朱
）

　
　
「
春
も
」
の
「
も
」
右
に
「
の
イ
」
と
傍
記
（
朱
）

　

和
歌
上
部
欄
外
に
「
貧
道
集　

立
春
哥
／
い
つ
し
か
と
末
の
ま
つ
山
／
か
す
め
る
は
な   

　

み
と
ゝ
も
／
に
や
は
る
の
こ
ゆ
ら
ん
／
教
長
卿
は
聊
後
輩
ナ
レ
ハ
／
此
散
木
ノ
哥
ヲ
ト

　

レ
ル
ト
／
モ
云
ヘ
ケ
レ
ト
サ
ア
ラ
シ
／
全
暗
合
ト
云
ヘ
シ
」（
墨
）

は
か
た
め
の
鏡
の
お
し
き
の
し
き
も
の
に
書
つ
け
侍
け
る

　
　
「
は
か
た
め
の
鏡
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
は
か
た
め
」
の
「
は
」
右
傍
に
「
歯
」
と
傍
記
（
墨
）

　
　
「
鏡
」
に
左
圏
点
（
朱
）

　
　
「
お
し
き
の
し
き
も
の
」
に
右
傍
点
（
朱
）（
不
明
瞭
）

　
　
「
お
し
き
」
の
右
に
「
折
敷
」
と
傍
記
（
墨
）

　
　
　
　
　
　
「
お
し
き
」
の
「
お
」
を
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
圏
点
）
し
引
出
線
を
用
い
て
左
に
「
を
」

　
　
　
　
　

と
訂
（
朱
）　　

　
　

６
わ
れ
を
の
み
世
に
も
ゝ
ち
ゐ
の
鏡
草
さ
き
さ
か
へ
た
る
影
そ
う
か
へ
る

　
　
　　
「
も
ゝ
ち
ゐ
の
鏡
草
」
に
右
傍
点
（
朱
）

　
　
「
鏡
草
」
に
左
傍
点
（
不
明
瞭
）（
朱
）

　
　
「
さ
き
さ
か
へ
た
る
」
に
右
圏
点
（
朱
）

　
　
「
ゝ
ち
ゐ
」
の
「
ゐ
」
に
朱
小
圏
点
を
付
し
て
ミ
セ
ケ
チ
し
引
出
線
（
朱
）
を
付
し
て

　

左
に
「
ひ
」
と
傍
記
（
朱
）

　
　
　

和
歌
上
部
欄
外
に
「
○
―
」
印
（
朱
）、
そ
の
左
に
「
歯
固
の
／
鏡
餅
の
折
敷
」（
朱
）

　

和
歌
上
部
欄
外
に
「
用
ハ
モ
チ
ヒ
ノ
仮
名
ナ
ル
／
コ
ト
経
衡
集
ニ
モ
二
首
／
ヨ
メ
ル
証

　

ア
リ
」（
墨
）

　

和
歌
上
部
欄
外
に
「
永
久
百
首
元
日
／
俊
頼
／
け
ふ
よ
り
は
我
を
も
ち
／
ひ
の
ま
す 

　

か
ゝ
み
う
れ
し
／
き
か
け
を
う
つ
し
て
そ
／
み
る
」（
墨
）

　

和
歌
一
首
を
解
体
す
る
か
の
よ
う
に
、
言
葉
や
そ
の
ま
と
ま
り
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
的
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
和
歌
的
な
も
の
あ
る
い
は
俊
頼
的
な
も
の
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二

―

一

　

以
下
、「
書
き
込
む
」
と
い
う
行
為
の
跡
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
と
意
味
と
を
考
え
て
み

た
い
。
行
の
左
右
に
あ
る
記
号
類
に
つ
い
て
、
冒
頭
よ
り
第
十
一
丁
裏
ま
で
を
記
号
の
種
類
別

に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る

（
注
十
五
）
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
記
号
が
ど
こ
に
付
け
ら
れ
て
い
る

か
を
、
そ
の
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
す
こ
と
で
示
す
。
そ
の
下
の
括
弧
の
中
は
、
順

に
丁
数
、
表
裏
、
行
数
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
な
お
、
筆
を
引
き
ず
っ
た
た
め
か
と

思
わ
れ
る
傍
点
か
波
線
か
判
断
に
迷
う
も
の
な
ど
、
分
明
で
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
そ
れ
も
項

目
と
し
た
が
、
な
お
ゆ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
？
を
付
記
す
る
。
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南
部
家
旧
蔵
本
の
記
号
類
２

　

・
右
傍
点
（
朱
）（
明
瞭
な
も
の
）

堀
川
院
御
時
百
首
哥
（
６
・
歌
一
詞
）
／
元
日
の
心
（
１
オ
６
・
歌
一
詞
）
／
い
つ
し

か
と
（
１
オ
６
・
歌
二
）
／
い
か
て
（
１
オ
６
・
歌
二
）
／
お
し
き
？
（
１
ウ
８
・
歌

六
詞
）
／
も
ち
ゐ
の
鏡
草
（
１
ウ
９
・
歌
六
）
／
御
は
か
た
め
ｏに

（
１
ウ
10
・
歌
七
詞
）

／
か
す
み
の
衣
（
２
オ
４
・
歌
八
）
／
な
み
た
て
る
松
（
２
オ
７
・
歌
一
〇
）
／
く
も

て
に
て
（
２
オ
７
・
歌
一
〇
）
／
か
す
み
の
衣
（
２
ウ
１
・
歌
一
二
）
／
き
ぬ
（
２

ウ
７
・
歌
一
五
）
／
殿
下
（
２
ウ
９
・
歌
一
七
詞
）
／
か
す
な
ら
ぬ
身
（
３
オ
７
・
歌

一
九
）
／
む
つ
き
の
は
つ
ね
の
日
ね
い
み
と
（
３
オ
８
・
歌
二
〇
詞
）
／
こ
か
ひ
（
３

オ
10
・
歌
二
〇
詞
）
／
え
ひ
ら
（
３
オ
10
・
歌
二
〇
詞
）
／
初
子
の
い
み
に
（
３
ウ
３
・

歌
二
〇
）
／
雪
ふ
れ
は
二
葉
の
松
も
花
さ
き
（
４
オ
３
・
歌
二
四
）
／
な
ゝ
く
さ
の
な

（
４
オ
６
・
歌
二
六
詞
）
／
ゑ
こ
の
う
ねれ

（
４
オ
８
・
歌
二
六
）
／
つ
み
し
な
へ
て
（
４

オ
８
・
歌
二
六
）
／
そ
こ
の
（
そ
こ
の
み
た
め
？
）（
４
オ
８
・
歌
二
六
）
／
み
た
に
（
ふ

か
き
み
た
に
？
）（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
い
し
み
ゆ
す
り
て
（
い
し
み
ゆ
す
り
て
あ

ら
ふ
ね
せ
り
？
）（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
心
ひ
ろ
さ
（
４
ウ
５
・
歌
二
九
）
／
な
け

の
な
さ
け
（
４
ウ
５
・
歌
二
九
）
／
卯
杖
（
４
ウ
６
・
歌
三
〇
詞
）
／
お
い
ら
く
の
こ

し
ふ
た
へ
な
る
身
（
４
ウ
８
・
歌
三
〇
）
／
は
と
の
ゐ
る
つ
え
（
４
ウ
10
・
歌
三
一
）

／
夜
こ
し
（
５
オ
２
・
歌
三
二
）
／
な
ゝ
草
の
な
つ
な
の
（
５
オ
２
・
歌
三
二
）
／
卯

杖
（
５
オ
６
・
歌
三
四
詞
）
／
山
の
け
は
し
さ
（
５
ウ
７
・
歌
三
四
）
／
う
杖
（
５
ウ

７
・
歌
三
四
）
／
は
つ
卯
の
杖
（
５
ウ
９
・
歌
三
五
）
／
つ
く
〳
〵
と
（
５
ウ
９
・
歌

三
五
）
／
人
の
（
人
の
か
り
？
）（
５
ウ
10
・
歌
三
六
詞
）
／
う
つ
え
（
５
ウ
１
・
歌

三
六
）
／
よ
ろ
ほ
へ
る
老
の
す
か
た
を
（
５
ウ
１
・
歌
三
六
）
／
あ
を
む
ま
ひ
く
（
５

ウ
２
・
歌
三
七
詞
）
／
ひ
く
（
ひ
く
駒
の
？　

ひ
く
駒
の
松
の
み
と
り
の
色
な
れ
は
？
）

（
５
ウ
４
・
歌
三
七
）
／
あ
か
つ
き
か
ゆ
（
５
ウ
５
・
歌
三
八
詞
）
／
兼
盛
か
集
（
５

ウ
６
～
７
・
歌
三
八
詞
）
／
し
み
こ
ほ
り
（
６
オ
６
・
歌
四
二
）
／
い
つ
し
か
の
杜
（
６

オ
８
・
歌
四
三
）
／
こ
ゑ
な
ら
す
（
６
オ
８
・
歌
四
三
）
／
し
る
し
（
６
オ
10
・
歌

四
四
）
／
か
す
な
ら
ぬ
身
（
６
ウ
６
・
歌
四
七
）
／
谷
か
く
れ
（
６
ウ
８
・
歌
四
八
）

南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」
の
輪
郭
（
山
田
）

五

／
歌
絵
（
７
オ
３
・
歌
五
四
詞
）
／
も
て
は
や
す
（
８
オ
３
・
歌
六
一
）
／
も
か
り
舟

（
９
オ
１
・
歌
六
四
）
／
河
そ
ひ
柳
（
９
オ
１
・
歌
六
四
）
／
心
ま
と
ひ
は
（
９
ウ
５
・

歌
七
三
）
／
風
の
は
ふ
り
（
９
ウ
７
・
歌
七
五
）
／
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
（
９
ウ
10
・
歌

七
七
）
／
中
宮
の
御
堂
の
八
重
桜
（
10
オ
１
・
歌
七
八
詞
）
／
ぬ
ひ
め
な
く
八
重
か
さ

な
れ
る
花
（
10
オ
３
・
歌
七
八
）
／
谷
ふ
と
こ
ろ
に
（
10
ウ
４
・
歌
八
三
）
／
そ
よ
め

き
て
（
10
ウ
４
・
歌
八
三
）
／
霞
に
ま
か
ふ
桜
（
10
ウ
６
・
歌
八
四
）
／
か
へ
さ
（
10

ウ
８
・
歌
八
五
）
／
か
は
ら
け
取
（
10
ウ
10
・
歌
八
六
詞
）
／
花
の
梢
（
花
の
梢
に
旅

ゐ
し
て
？
）（
11
オ
２
・
歌
八
六
）
／
な
み
た
て
る
桜
（
11
オ
５
・
歌
八
七
）
／
中
宮

の
御
堂
の
八
重
桜
（
11
オ
６
・
歌
八
八
詞
）
／
仲
実
（
11
オ
６
・
歌
八
八
詞
）

　
　　
（
不
明
瞭
な
も
の
）

一
日
の
日
（
１
ウ
３
・
歌
四
詞
）
／
こ
し
つ
と
も
な
き
年
な
れ
と
（
１
ウ
４
・
歌
四
）

／
十
首
の
哥
よ
み
け
る
に
（
１
ウ
５
～
６
・
歌
五
詞
）
／
い
つ
し
か
と
（
１
ウ
７
・
歌
五
）

／
は
か
た
め
の
鏡
（
１
ウ
８
・
歌
六
詞
）
／
お
し
き
の
し
き
も
の
？
（
１
ウ
８
・
歌
六

詞
）
／
ま
す
か
ゝ
み
（
２
オ
１
・
歌
七
）
／
き
み
か
御
か
け
（
２
オ
１
・
歌
七
）

　

・
左
傍
点
（
朱
）

ほ
そ
谷
河
を
（
ほ
そ
谷
河
を
お
ひ
に
し
て
？
）（
２
ウ
１
・
歌
一
二
）
／
あ
し
み
の
こ

ま
に
（
あ
し
み
の
こ
ま
に
を
し
へ
ゆ
く
？
）（
２
ウ
10
・
歌
一
七
）
／
ね
い
み
と
（
ね

い
み
と
い
ひ
て
家
を
い
て
ゝ
野
に
い
き
て
？
）（
２
ウ
９
・
歌
二
〇
詞
）
／
は
ゆ
る
ゑ

こ
の
う
ね
（
４
オ
８
・
歌
二
六
）
／
な
つ
な
の
花
を
（
５
オ
２
・
歌
三
二
）
／
け
は
（
け

は
し
さ
に
？
）（
５
オ
７
・
歌
三
四
）／
か
り（
５
オ
10
・
歌
三
六
詞
）／
花
の
す
か
た（
５

ウ
１
・
歌
三
六
）
／
か
ゆ
（
５
ウ
５
・
歌
三
八
詞
）
／
ほ
つ
ゝ
し
め
な
は
（
９
オ
１
・

歌
六
四
）
／
ぬ
さ
（
９
ウ
10
・
歌
七
七
）
／
風
そ
よ
め
き
て
（
10
オ
４
・
歌
八
三
）

　
　　
（
不
明
瞭
な
も
の
）

み
き
は
に
春
を
し
る
（
１
オ
10
・
歌
二
）
／
老
の
す
か
た
は
（
１
ウ
４
・
歌
四
）
／
鏡

草
（
１
ウ
９
・
歌
六
）
／
は
か
た
め
（
１
ウ
10
・
歌
七
詞
）
／
御
か
け
（
２
オ
１
・
歌

七
）
／
け
り
な
（
２
ウ
５
・
歌
一
四
）
／
明
暮
に
（
２
ウ
７
・
歌
一
五
）
／
む
せ
ふ
（
２

ウ
７
・
歌
一
五
）
／
い
み
（
３
ウ
３
・
歌
二
〇
）
／
み
た
め
そ
（
４
オ
８
・
歌
二
六
）
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六

ん
（
６
オ
10
・
歌
四
四
）
／
な
つ
か
し
き
（
６
ウ
２
・
歌
四
五
）
／
つ
れ
〳
〵
に
な
く

う
く
ひ
す
の
声
（
６
ウ
10
・
歌
四
九
）
／
外
に
友
な
か
り
け
り
（
６
ウ
10
・
歌
四
九
）

／
春
雨
は
ふ
り
し
む
れ
と
も
（
７
オ
３
・
歌
五
〇
）
／
こ
ゑ
は
し
ほ
れ
ぬ
物
に
そ
（
こ

ゑ
は
し
ほ
れ
ぬ
物
？
）（
７
オ
３
・
歌
五
〇
）
／
す
け
な
き
（
７
オ
８
・
歌
五
一
）
／

か
さ
に
ゆ
ふ
（
７
オ
８
・
歌
五
一
）
／
あ
く
か
れ
て
（
７
オ
10
・
歌
五
二
）
／
と
は
ま

し
物
を
（
７
ウ
１
・
歌
五
三
）
／
大
殿
（
７
ウ
２
・
歌
五
四
詞
）
／
哥
に
よ
み
な
し
て

（
７
ウ
３
～
４
・
歌
五
四
詞
）
／
屋
の
つ
ま
（
７
ウ
４
・
歌
五
四
詞
）
／
な
を
し
（
７

ウ
６
・
歌
五
四
詞
）
／
お
さ
な
き
ち
こ
（
７
ウ
６
・
歌
五
四
詞
）
／
か
さ
ね
ぬ
さ
き
（
７

ウ
８
・
歌
五
四
）
／
や
み
に
か
こ
へ
と
も
（
７
ウ
10
・
歌
五
五
）
／
香
は
な
か
れ
て
や

せ
に
か
ほ
る
ら
ん
（
８
オ
３
・
歌
五
六
）
／
俊
忠
（
８
オ
４
・
歌
五
七
詞
）
／
た
ち
え

（
８
オ
５
・
歌
五
七
）
／
心
も
ゆ
き
て
か
さ
な
る
（
８
オ
７
・
歌
五
八
）
／
か
き
こ
し

に
吹
く
る
風
（
８
ウ
１
・
歌
六
〇
）
／
花
の
あ
り
か
（
８
ウ
１
・
歌
六
〇
）
／
空
に
知

か
な
（
８
ウ
１
・
歌
六
〇
）
／
影
を
も
そ
へ
め
（
８
ウ
３
・
歌
六
一
）
／
さ
た
め
な
け

れ
は
（
８
ウ
５
・
歌
六
二
）
／
く
し
て
（
８
ウ
６
・
歌
六
三
詞
）
／
し
め
な
は
（
９
オ
１
・

歌
六
四
）
／
い
ま
た
さ
か
さ
る
花
（
９
オ
３
・
歌
六
五
詞
）
／
滝
の
し
ら
糸
（
９
オ
６
・

歌
六
六
）
／
顕
季
卿
（
９
オ
７
・
歌
六
七
詞
）
／
花
こ
そ
春
の
し
る
し
也
け
れ
（
９
オ
９
・

歌
六
七
）
／
水
の
ほ
か
に
も
浪
は
た
ち
け
り
（
９
ウ
１
・
歌
六
九
）
／
し
か
ら
み
（
９

ウ
２
・
歌
七
〇
）
／
あ
た
り
の
空
に
（
９
ウ
２
・
歌
七
〇
）
／
ふ
り
け
ん
袖
の
な
こ
り

（
９
ウ
３
・
歌
七
一
）
／
し
ら
雲
の
み
ね
こ
す
風
（
９
ウ
４
・
歌
七
二
）
／
谷
に
花
そ

散
（
９
ウ
４
・
歌
七
二
）
／
せ
り
つ
み
し
こ
と
を
も
い
は
し
（
９
ウ
６
・
歌
七
四
）
／

花
の
夕
は
へ
（
９
ウ
６
・
歌
七
四
）
／
さ
ら
す
や
花
の
盛
（
９
ウ
10
・
歌
七
七
）
／
春

も
梢
に
き
く
は
咲
け
り
（
10
オ
３
・
歌
七
八
）
／
き
く
と
い
へ
は
や
へ
や
は
さ
か
ぬ
桜

は
な
（
10
オ
５
・
歌
七
九
）
／
仲
実
（
10
オ
８
・
歌
八
一
詞
）
／
花
み
る
人
も
い
と
ひ

け
り
（
10
オ
10
・
歌
八
一
）
／
こ
か
く
れ
て
（
10
ウ
４
・
歌
八
三
）
／
ま
と
ふ
（
10
ウ
８
・

歌
八
五
）
／
花
見
あ
り
き
て
（
10
ウ
９
・
歌
八
六
詞
）
／
さ
け
な
と
た
へ
け
る
つ
い
て

に
（
10
ウ
10
・
歌
八
六
詞
）
／
旅
ゐ
し
て
（
傍
点
「
花
の
梢
に
旅
ゐ
し
て
」
？
）（
11

オ
２
・
歌
八
六
）
／
心
も
こ
と
葉
も
め
て
た
さ
に
（
11
オ
７
・
歌
八
八
詞
）
／
八
重
桜

／
心
さ
し
ふ
か
き
（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
た
め
て
（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
ね
せ
り

（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
卯
日
（
５
オ
５
・
歌
三
四
詞
）
／
老
の
す
か
た
（
５
ウ
１
・

歌
三
六
）
／
ま
な
く
ふ
れ
と
も
（
６
オ
２
・
歌
四
〇
）
／
隙
も
と
む
ら
ん
（
７
オ
10
・

歌
五
二
）
／
梅
の
た
ち
え
（
８
オ
５
・
歌
五
七
）
／
く
し
て
（
11
オ
７
・
歌
八
八
詞
）

　

・
右
波
線
（
朱
）

庭
も
せ
に
（
１
オ
８
・
歌
一
）
／
も
ろ
人
の
た
ち
ゐ
る
（
１
オ
８
・
歌
一
）
／
千
世
の

初
春
（
１
オ
８
・
歌
一
）
／
顕
仲
の
君
（
１
ウ
５
・
歌
五
詞
）
／
な
こ
り
（
２
オ
１
・

歌
七
）
／
摂
政
殿
下
に
て
（
２
オ
２
・
歌
八
詞
）
／
十
首
の
哥
よ
ま
せ
（
２
オ
２
・
歌

八
詞
）
／
長
実
卿
（
２
オ
８
・
哥
一
一
詞
）
／
霞
に
う
つ
も
れ
（
２
ウ
２
・
歌
一
三
）

／
い
つ
し
か
と
（
２
ウ
５
・
歌
一
四
）
／
ま
か
ふ
（
２
ウ
５
・
歌
一
四
）
／
あ
へ
ぬ

（
２
ウ
７
・
歌
一
五
）
／
う
こ
か
さ
り
け
り
（
２
ウ
８
・
歌
一
六
）
／
を
し
へ
ゆ
く
（
２

ウ
10
・
歌
一
七
）
／
こ
こ
ろ
ほ
そ
く
あ
は
れ
な
る
事
（
３
オ
５
・
歌
一
九
詞
）
／
か
へ

り
こ
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
（
３
オ
５
・
歌
一
九
詞
）
／
花
さ
か
ぬ
み
山
か
く
れ
（
３
オ

７
・
歌
一
九
）
／
ひ
ね
も
す
に
（
３
オ
９
・
歌
二
〇
詞
）
／
か
や
を
か
り
（
３
オ
10
・

歌
二
〇
詞
）
／
こ
と
の
も
と
な
れ
は
（
３
ウ
１
・
歌
二
〇
詞
）
／
な
を
さ
り
に
（
３
ウ

２
・
歌
二
〇
詞
）
／
袖
の
し
た
な
る
小
松
（
３
ウ
３
・
歌
二
〇
）
／
か
こ
と
（
３
ウ
６
・

歌
二
一
）
／
身
の
あ
や
し
さ
を
お
も
ひ
（
３
ウ
７
・
歌
二
二
詞
）
／
あ
や
し
さ
に
（
３

ウ
９
・
歌
二
二
）
／
引
人
も
な
し
（
３
ウ
９
・
歌
二
二
）
／
い
は
ひ
つ
ゝ
（
４
オ
１
・

歌
二
三
）
／
つ
み
そ
へ
て
（
４
オ
５
・
歌
二
五
）
／
袖
の
し
ほ
れ
ぬ
る
（
４
オ
５
・
歌

二
五
）
／
仲
実
（
４
オ
６
・
歌
二
六
詞
）
／
あ
ら
ふ
ね
せ
り
（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／

卯
杖
を
つ
き
て
（
４
ウ
８
・
歌
三
〇
）
／
わ
か
な
を
そ
摘
（
４
ウ
８
・
歌
三
〇
）
／
た

の
も
し
き
か
な
（
４
ウ
10
・
歌
三
一
）
／
し
の
ひ
ま
せ
（
５
オ
２
・
歌
三
二
）
／
身
に

つ
め
る
年
を
（
５
オ
４
・
歌
三
三
）
／
ま
し
か
は
（
５
オ
４
・
歌
三
三
）
／
む
つ
き
の

一
日
卯
日
（
５
オ
５
・
歌
三
四
詞
）
／
は
つ
う
の
日
（
５
オ
８
・
歌
三
五
詞
）
／
年
の

つ
も
り
ぬ
る
（
５
オ
９
・
歌
三
五
）
／
は
つ
春
の
も
ち
月
に
も
る
か
ゆ
（
５
オ
８
・
歌

三
八
）
／
な
へ
て
な
ら
す
（
５
オ
８
・
歌
三
八
）
／
あ
は
雪
（
６
オ
２
・
歌
四
〇
）
／

衣
手
の
う
す
き
や
冬
の
せ
き
（
６
オ
５
・
歌
四
二
）
／
花
の
あ
た
り
を
そ
こ
と
つ
け
な
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七

（
11
オ
９
・
歌
八
八
）
／
け
か
る
ゝ
身
の
ほ
（
け
か
る
ゝ
身
の
ほ
と
？
）（
11
オ
９
・
歌

八
八
）
／
色
み
れ
は
桜
な
れ
と
も
か
さ
な
れ
る
け
し
き
は
や
へ
の
山
ふ
き
（
11
オ
９
・

歌
八
九
）

　

・
左
波
線
（
朱
）

ひ
き
つ
ら
な
れ
る
も
ろ
人
（
１
オ
８
・
歌
一
）
／
思
ふ
さ
ま
に
て
（
２
オ
１
・
歌
七
）

／
御
か
け
（
２
オ
１
・
歌
七
）
／
四
方
の
空
（
２
オ
４
・
歌
八
）
／
や
か
て
（
や
か
て

も
？
）（
２
オ
５
・
歌
九
）
／
し
つ
え
（
２
オ
７
・
歌
九
）
／
い
そ
こ
す
な
み
の
音
（
２

オ
９
・
歌
一
一
）
／
お
ひ
に
し
て
？
（
２
ウ
１
・
歌
一
二
）
／
長
実
卿
（
２
ウ
３
・
歌

一
四
詞
）
／
み
え
ま
か
ふ
ま
て
（
２
ウ
５
・
歌
一
四
）
／
松
の
梢
は
う
こ
か
さ
り
け
り

（
２
ウ
８
・
歌
一
六
）
／
を
し
へ
ゆ
く
？
（
２
ウ
10
・
歌
一
七
）
／
よ
も
の
山
辺
（
２

オ
１
・
歌
一
八
詞
）
／
み
山
か
く
れ
（
３
オ
７
・
歌
一
九
）
／
ゐ
く
ら
し
て
（
３
オ

９
・
歌
二
〇
詞
）
／
こ
か
ひ
す
る
お
り
に
え
ひ
ら
と
い
ふ
な
る
物
（
３
オ
10
・
歌
二
〇

詞
）
／
松
を
な
を
さ
り
に
ひ
き
て
（
３
ウ
１
～
２
・
歌
二
〇
詞
）
／
別
当
実
行
（
３
ウ

４
・
歌
二
一
詞
）
／
ふ
も
と
の
を
の
（
３
ウ
６
・
歌
二
一
）
／
か
み
に
ま
か
せ
て
（
３

ウ
６
・
歌
二
一
）
／
は
つ
ね
の
日
（
３
ウ
７
・
歌
二
二
詞
）
／
あ
や
し
さ
を
（
３
ウ
７
・

歌
二
二
詞
）
／
初
子
は
く
れ
と
引
人
も
な
し
（
３
ウ
９
・
歌
二
二
）
／
は
つ
子
そ
春
の

は
し
め
（
４
オ
１
・
歌
二
三
）
／
よ
は
ひ
を
の
へ
に
（
４
オ
３
・
歌
二
四
）
／
二
葉
の

松
も
花
さ
き
（
４
オ
３
・
歌
二
四
）
／
わ
か
な
に
つ
み
そ
へ
て
（
４
オ
５
・
歌
二
五
）

／
し
ほ
れ
ぬ
る
（
４
オ
５
・
歌
二
五
）
／
の
み
た
め
そ
（
み
た
め
？
）（
４
オ
８
・
歌

二
六
）
／
た
く
ひ
な
（
た
く
ひ
な
き
？
）（
４
ウ
５
・
歌
二
九
）
／
七
日
卯
杖
に
あ
た

り
（
４
ウ
６
・
歌
三
〇
詞
）
／
経
兼
（
４
ウ
６
・
歌
三
〇
詞
）
／
こ
し
ふ
た
へ
な
る
身
（
４

ウ
８
・
歌
三
〇
）
／
つ
え
に
す
か
り
て
（
４
ウ
10
・
歌
三
一
）
／
け
ふ
そ
し
る
（
５
オ

７
・
歌
三
四
）
／
と
へ
か
し
な
（
５
ウ
１
・
歌
三
六
）
／
す
か
ら
れ
て
（
５
ウ
１
・
歌

三
六
）
／
み
と
り
の
色
な
（
み
と
り
の
色
？
）（
５
ウ
４
・
歌
三
七
）
／
千
と
せ
を
す

く
す
（
５
ウ
４
・
歌
三
七
）
／
も
ち
月
に
も
る
か
ゆ
（
５
ウ
８
・
歌
三
八
）
／
雪
の
む

ら
消
（
６
オ
４
・
歌
四
一
）
／
冬
の
せ
き
（
６
オ
５
・
歌
四
二
）
／
い
と
ゝ
（
６
オ
５
・

歌
四
二
）
／
待
つ
け
て
（
６
オ
８
・
歌
四
三
）
／
た
ま
ゝ
に
（
６
オ
８
・
歌
四
三
）
／

あ
た
り
（
６
オ
10
・
歌
四
四
）
／
な
ん
（
６
オ
10
・
歌
四
四
）
／
友
な
か
り
け
り
（
６

ウ
10
・
歌
四
九
）
／
哥
つ
か
ま
つ
り
け
る
に
（
７
オ
１
・
歌
五
〇
詞
）
／
ふ
り
し
む
れ

と
も
（
７
オ
３
・
歌
五
〇
）
／
し
ほ
れ
ぬ
物
に
そ
（
７
オ
３
・
歌
五
〇
）
／
を
の
か
ゝ

き
ね
を
あ
く
か
れ
て
（
７
オ
10
・
歌
五
二
）
／
隙
も
と
む
ら
ん
（
７
オ
10
・
歌
五
二
）

／
お
ほ
し
く
（
７
ウ
３
・
歌
五
四
詞
）
／
つ
ま
（
７
ウ
４
・
歌
五
四
詞
）
／
む
か
ひ

ゐ
て
（
７
ウ
６
～
７
・
歌
五
四
詞
）
／
色
を
は
や
み
に
か
こ
へ
と
も
（
７
ウ
10
・
歌

五
五
）
／
国
朝
臣
（
顕
国
朝
臣
？
）（
８
オ
１
・
歌
五
六
）
／
こ
ゑ
の
色
さ
へ
（
８
オ

９
・
歌
五
九
）
／
あ
り
か
（
８
ウ
１
・
歌
六
〇
）
／
な
ひ
く
柳
の
さ
た
め
な
け
れ
は
（
８

ウ
５
・
歌
六
二
）
／
見
あ
り
き
け
る
に
（
８
ウ
６
～
７
・
歌
六
三
詞
）
／
か
せ
に
な
み

よ
る
（
９
オ
１
・
歌
六
四
）
／
め
く
む
（
９
オ
４
・
歌
六
五
）
／
け
し
き
（
９
オ
４
・

歌
六
五
）
／
な
つ
か
し
き
（
９
オ
４
・
歌
六
五
）
／
す
き
ま
を
わ
け
て
尋
れ
は
（
９
オ

９
・
歌
六
七
）
／
あ
ら
し
や
は
霞
も
つ
ら
し
散
そ
む
る
は
な
（
９
オ
10
・
歌
六
八
）
／

た
ち
へ
た
て
（
９
オ
10
・
歌
六
八
）
／
風
を
い
た
み
（
９
ウ
３
・
歌
七
一
）
／
た
ゝ
よ

ふ
（
９
ウ
４
・
歌
七
二
）
／
夕
は
へ
（
９
ウ
６
・
歌
七
四
）
／
こ
ん
世
に
も
（
９
ウ
８
・

歌
七
六
）
／
む
つ
る
ゝ
（
９
ウ
８
・
歌
七
六
）
／
顕
季
（
10
オ
１
・
歌
七
八
詞
）
／
八

重
か
さ
な
れ
る
花
（
10
オ
３
・
歌
七
八
）
／
や
へ
や
は
さ
か
ぬ
桜
は
な
（
10
オ
５
・
歌

七
九
）
／
い
と
ひ
け
り
（
10
オ
10
・
歌
八
一
）
／
や
う
〳
〵
暮
ぬ
る
程
に
（
10
ウ
９
～

10
・
歌
八
六
詞
）
／
花
見
の
御
幸
（
11
オ
３
・
歌
八
七
詞
）
／
身
の
ほ
と
を
思
ひ
も
し

ら
す
（
11
オ
９
・
歌
八
八
）
／
か
さ
な
れ
る
（
11
オ
10
・
歌
八
九
）
／
は
や
へ
の
山
ふ

き
の
は
な
（
や
へ
の
山
ふ
き
の
は
な
）（
11
オ
10
・
歌
八
九
）

　

・
右
圏
点
（
朱
）

さ
き
さ
か
へ
た
る
（
１
ウ
８
・
歌
六
）
／
た
に
（
２
ウ
７
・
歌
一
五
）
／
霞
に
む
せ
ふ
（
２

ウ
７
・
歌
一
五
）
／
子
日
し
て
（
３
ウ
６
・
歌
二
一
）
／
う
ね
（
４
オ
８
・
歌
二
六
）

／
し
な
へ
て
（
４
オ
８
・
歌
二
六
）
／
み
た
に
（
４
オ
10
・
歌
二
七
）
／
す
か
り
て
（
４

ウ
10
・
歌
二
一
）
／
し
む
れ
と
も
（
７
オ
３
・
歌
五
〇
）
／
ま
や
の
あ
ま
り
に
隙
も
と

む
ら
ん
（
７
オ
10
・
歌
五
二
）
／
い
た
み
（
９
ウ
２
・
歌
七
一
）
／
す
き
ま
あ
ら
す
な

（
９
ウ
７
・
歌
七
五
）
／
お
り
た
か
へ
て
も
お
も
ひ
け
る
哉
（
10
オ
５
・
歌
七
九
）
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八

　

・
左
圏
点
（
朱
）

た
ち
ゐ
る
（
１
オ
８
・
歌
一
）
／
鏡
（
１
ウ
８
・
歌
六
詞
）
／
宿
所
（
２
オ
３
・
歌
一
四
詞
）

／
は
つ
ね
の
日
（
３
オ
８
・
歌
二
〇
詞
）
／
た
ひ
ゐ
し
て
（
３
ウ
３
・
歌
二
〇
）
／
ち

こ
（
７
ウ
６
・
歌
五
四
詞
）
／
こ
か
く
れ
て
（
10
ウ
４
・
歌
八
三
）
／
け
し
き
（
11
オ

10
・
歌
八
九
）

　

・
右
直
線
（
朱
）

あ
し
た
の
原
（
１
ウ
２
・
歌
三
）
／
さ
ほ
山
（
２
オ
４
・
歌
八
）
／
む
ろ
の
や
し
ま
（
２

オ
５
・
歌
九
）
／
天（
マ
マ
）

の
橋
（
２
オ
７
・
歌
一
〇
）
／
い
も
せ
山
（
２
ウ
１
・
歌
一
二
）

／
吉
野
山
（
２
ウ
２
・
歌
一
三
）
／
白
河
の
宿
（
２
ウ
３
・
歌
一
四
詞
）
／
塩
か
ま
の

う
ら
（
２
ウ
３
・
歌
一
四
）
／
ま
の
ゝ
は
き
原
（
２
ウ
７
・
歌
一
五
）
／
音
羽
山
（
２

ウ
８
・
歌
一
六
）
／
ふ
は
の
関
（
２
ウ
10
・
歌
一
七
）
／
田
上
な
る
所
（
３
オ
４
・
歌

一
九
詞
）
／
か
す
か
山
（
３
ウ
６
・
歌
二
一
）
／
春
日
野
（
４
オ
５
・
歌
二
五
）
／
か

す
か
野
（
４
ウ
３
・
歌
二
八
）
／
い
つ
き
の
宮
（
５
ウ
２
・
歌
三
七
詞
）
／
を
は
つ
せ

山
（
６
オ
４
・
歌
四
一
）
／
い
つ
し
か
の
杜
（
６
オ
７
・
歌
四
三
詞
）
／
東
北
院
（
７

オ
４
・
歌
五
一
詞
）
／
法
成
寺
（
８
オ
６
・
歌
六
三
詞
）
／
賀
陽
院
（
９
オ
５
・
歌

六
六
詞
、
詞
書
に
「
賀
陽
院
殿
」）
／
ま
つ
ら
の
山
（
９
ウ
３
・
歌
七
一
）
／
き
そ
ち

の
桜
（
９
ウ
７
・
歌
七
五
）
／
神
山
（
９
ウ
10
・
歌
七
七
）
／
み
か
さ
の
山
（
10
オ
７
・

歌
八
〇
）
／
斎
院
（
10
ウ
１
・
歌
八
二
詞
）
／
お
い
そ
の
も
り
（
10
ウ
２
・
歌
八
二
）

／
ふ
し
の
け
ふ
り
10
ウ
６
・
歌
八
四
）
／
北
山
の
辺
（
10
ウ
９
・
歌
八
六
詞
）
／
鳥
羽

殿
の
花
見
の
御
幸
（
11
オ
３
・
歌
八
七
詞
）

　

・
左
直
線
（
朱
）

八
条
の
家
（
１
ウ
５
・
歌
五
詞
）
／
末
の
松
山
（
１
ウ
７
・
歌
五
）
／
八
条
の
家
（
２

オ
８
・
歌
一
一
詞
）
／
六
条
の
家
（
３
ウ
４
・
歌
二
一
詞
）
／
を
か
み
河
（
４
オ
８
・

歌
二
六
）
／
風
の
は
ふ
り
に
（
９
ウ
７
・
歌
七
五
）
／
御
堂
の
八
重
桜
（
10
オ
１
・
歌

七
八
詞
、
詞
書
に
「
中
宮
の
御
堂
の
八
重
桜
」）
／
あ
つ
ま
ち
（
10
ウ
２
・
歌
八
三
）

／
御
堂
の
八
重
桜
（
11
オ
６
・
歌
八
八
詞
、
詞
書
に
「
中
宮
の
御
堂
の
八
重
桜
」）

　

俊
頼
の
和
歌
に
特
有
の
珍
し
い
語
や
表
現
に
記
号
が
付
さ
れ
る
の
は
勿
論
だ
が
、「
南
部
家

旧
蔵
本
の
記
号
類
１
」
同
様
、
そ
れ
を
超
え
て
よ
り
広
範
囲
に
語
や
語
句
、
そ
れ
も
物
、
事
、

事
柄
、
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
あ
る
ま
と
ま
り
と
な
っ
た
表
現
、
人
名
、
地
名
、
所
な
ど

様
々
な
も
の
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
ど
の
記
号
に
も
わ
た
っ
て
い
る
。
目
印
を
記
し
た
い
く
つ

か
の
よ
う
に
、
複
数
出
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
同
じ
あ
る
い
は
同
様
の
も
の
が
と
こ
ろ
に
よ
り

異
な
る
記
号
を
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
意
味
を
認
め
ら
れ
る
の

は
、直
線
が
名
所
、地
名
、居
所
、ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
異
な
る
記
号
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
て
記
号
の
別
に
意
味

を
見
よ
う
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
要
す
る
に
適
宜
振
り
分
け
て
左
右
を
利
用
し
て
注
意
し

た
い
部
分
に
注
意
を
ひ
く
だ
け
の
役
割
を
与
え
た
記
号
を
付
け
て
い
る
と
い
う
他
は
な
い
。
左

右
の
別
も
、
例
え
ば
重
複
し
て
い
る
部
分
が
で
き
た
り
、
上
下
に
続
い
て
し
ま
っ
た
り
し
て
見

に
く
く
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
は
右
だ
け
で
す
ま
な
く
な
っ
た
た
め
に
行
わ
れ
た
処
置
で
あ

ろ
う
（
注
十
六
）。

こ
れ
は
当
然
、
記
号
を
も
っ
て
目
印
と
し
た
い
部
分
が
そ
れ
ほ
ど
多
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
一
つ
の
部
分
に
二
種
類
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二

―

二

　

朱
の
頭
書
、
上
欄
外
書
入
れ
、
は
ほ
ぼ
す
べ
て
に
そ
の
下
の
家
集
本
文
に
傍
点
、
傍
線
な
ど

の
記
号
を
付
け
ら
れ
た
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
○
―
と
い
っ
た
記
号
や
振
り
仮
名
、
清
濁
な
ど
は
も
と
の
ま
ま
、
頭
書
を
ゴ
シ
ッ
ク

体
で
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
そ
の
位
置
を
丁
数
、
歌
番
号
な
ど
で
表
わ
し
て
、
頭
書
に
相

当
す
る
部
分
と
そ
の
部
分
を
、
記
号
の
種
別
を
［　
　

］
内
に
示
し
つ
つ
列
挙
す
る
。
／
は
改

行
を
示
し
、
傍
線
を
施
し
た
の
は
相
当
部
分
が
な
い
例
外
の
部
分
で
あ
る
。

南
部
家
本
の
上
欄
外
朱
書
入
れ

　
　

〇
―
／
歯
固
の
／
鏡
餅
の
折
敷
（
１
ウ
）
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九

歌
六
詞 

「
は
か
た
め
の
鏡
の
お
し
き
」［「
は
か
た
め
の
鏡
」
に
右
傍
点
（
朱
）、「
お
し

き
」
に
右
傍
点
（
朱
）・
右
に
「
折
敷
」
と
傍
記
（
墨
）・「
お
」 

に
小
圏
点
（
朱
）
を

付
し
左
に
引
出
線
を
付
し
て 「
を
」
と
傍
記
（
朱
）、「
鏡
」
に
左
圏
点
（
朱
）］

　
　

○
―
／
宿
所
（
２
ウ
）

　
　
　

歌
一
四
詞
「
宿
所
」［
左
圏
点
（
朱
）］

　
　

○
―
だ
に
（
２
ウ
）

　
　
　

歌
一
五
「
た
に
」［
右
圏
点
（
朱
）］

　
　

あ
し
み
の
駒
／
あ
せ
み
歟？

（
２
ウ
）

　
　
　

歌
一
七
「
あ
し
み
の
こ
ま
」［
左
傍
点
（
朱
）］

　
　

ね
い
み
（
３
オ
）

歌
二
〇
詞
「
む
つ
き
の
は
つ
ね
の
日
ね
い
み
と
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
ね
い
み
と
い
ひ

て
家
を
い
て
ゝ
野
に
い
き
て
」［
左
傍
点
（
朱
）］

　
　

こ
が
ひ
の
え
び
ら
（
３
オ
）

歌
二
〇
詞
「
こ
か
ひ
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
え
ひ
ら
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
こ
か
ひ
す

る
お
り
に
え
ひ
ら
と
い
ふ
な
る
物
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

○
―
い
は
ひ
つ
ゝ
（
４
オ
）

　
　
　

歌
二
三
「
い
は
ひ
つ
ゝ
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

松
も
花
咲
（
４
オ
）

　
　
　

歌
二
四
「
雪
ふ
れ
は
二
葉
の
松
も
花
さ
き
」［
右
傍
点
（
朱
）］ ・ 「
二
葉
の
松
も
花
さ
き
」

　
　
　
［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

七
艸
（
４
オ
）
…
…
歌
二
六
詞
「
な
ゝ
く
さ
の
な
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

○
―
／
ゑ
こ
の
う
ね
（
４
オ
）

　
　
　

歌
二
六
「
ゑ
こ
の
う
ね
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
う
ね
」［
右
圏
点
（
朱
）］

　
　

○
―
う
き
（
？
）

　
　
　

歌
二
六
「
む
つ
き
」［
右
に
「
う
き
つイ
」
と
朱
書
・
左
に
「
う
き
え
夫
木
」
と
墨
書
］

　
　

ゑ
ご
の
う
ね
は
／
恵
具
の
生
た
る
／
田
の
う
ね
に
や
（
４
オ
）

　
　
　

歌
二
六
「
ゑ
こ
の
う
ね
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
う
ね
」［
右
圏
点
（
朱
）］

　
　

○
つ
み
し
な
え
（
４
オ
）

歌
二
六
「
つ
み
し
な
へ
て
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
な
へ
て
（
し
な
へ
て
？
）」［
右
圏
点

（
朱
）］

　
　

○
そ
こ
（
４
オ
）

　
　
　

歌
二
六
「
そ
こ
の
（
そ
こ
の
み
た
め
？
）」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

い
し
み
ゆ
す
り
て
（
４
オ
）

　
　
　　
「
い
し
み
ゆ
す
り
て
（
い
し
み
ゆ
す
り
て
あ
ら
ふ
ね
せ
り
？
）」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

心
ひ
ろ
さ
（
４
ウ
）

　
　
　

歌
二
九
「
心
ひ
ろ
さ
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

な
け
の
な
さ
け
（
４
ウ
）

　
　
　

歌
二
九
「
な
け
の
な
さ
け
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

腰
二
重
な
る
身
（
４
ウ
）

歌
三
〇 

「
こ
し
ふ
た
へ
な
る
身
（
お
い
ら
く
の
こ
し
ふ
た
へ
な
る
身
？
）」［
右
傍
点

（
朱
）］

　
　

鳩
の
ゐ
る
杖
（
４
ウ
）

　
　
　

歌
三
一
「
は
と
の
ゐ
る
つ
え
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

七
草
の
な
つ
な
（
５
オ
）

　
　
　

歌
三
二
「
な
ゝ
草
の
な
つ
な
の
花
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

ま
し
か
ば
（
５
オ
）

　
　
　

歌
三
三
「
ま
し
か
は
」［
右
波
線
（
朱
）　

右
傍
点
（
朱
）
？
］

　
　

け
は
し
（
５
オ
）

歌
三
四
「
山
の
け
は
し
さ
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
け
は
し
さ
に
」［
左
傍
点
（
朱
）？
］

　
　

つ
く
〳
〵
と
（
５
オ
）

　
　
　

歌
三
五
「
つ
く
〳
〵
と
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

よ
ろ
ほ
へ
る
老
の
躰
（
５
ウ
）

　
　
　

歌
三
六
「
よ
ろ
ほ
へ
る
老
の
す
か
た
を
」［
右
傍
点
（
朱
）］
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赤
豆
粥
（
５
ウ
）

　
　
　

歌
三
八
詞
「
あ
か
つ
き
か
ゆ
（
あ
つ
き
か
ゆ
イ
）」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

正
月
十
五
日
粥
（
５
ウ
）

　
　
　

歌
三
八
詞
［
記
号
ナ
シ
］

　
　

冬
の
関
（
６
オ
）

歌
四
二 

「
冬
の
せ
き
」 ［
左
波
線
（
朱
）］・「
衣
手
の
う
す
き
や
冬
の
せ
き
」［
右
波
線

（
朱
）］

　
　

し
み
こ
ほ
り
（
６
オ
）

　
　
　

歌
四
二
「
し
み
こ
ほ
り
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

す
け
な
き
（
７
オ
）

　
　
　

歌
五
一
「
す
け
な
き
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

鶯
笠
（
７
オ
）

　
　
　

歌
五
一
「
か
さ
に
ゆ
ふ
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

ま
や
の
／
あ
ま
り
（
７
オ
）

　
　
　

歌
五
二
「
や
ま
の
あ
ま
り
に
隙
も
と
む
ら
ん
」［
右
圏
点
（
朱
）］

　
　

哥
絵
（
７
ウ
）

　
　
　

歌
五
三
詞
「
哥
絵
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

○
―
／
哥
に
よ
み
／
な
し
て
（
７
ウ
）

　
　
　

歌
五
三
詞
「
哥
に
よ
み
な
し
て
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

○
―
／
ち
ご
（
７
ウ
）

歌
五
三
詞
「
ち
こ
」［
左
圏
点
（
朱
）］・「
お
さ
な
き
ち
こ
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

や
み
に
か
こ
へ
ど
も
（
７
ウ
）

歌
五
五 

「
や
み
に
か
こ
へ
と
も
」 ［
右
波
線
（
朱
）］ ・ 「
色
を
は
や
み
に
か
こ
へ
と
も
」

［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

紅
梅
（
８
オ
）

　
　
　

歌
五
九
詞
「
紅
梅
」［
記
号
ナ
シ
］

　
　

○
―
／
紅
の
梅
（
８
オ
）

　
　
　

歌
五
九
「
く
れ
な
ゐ
の
梅
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

こ
ゑ
の
色
（
８
オ
）

　
　
　

歌
五
九
「
こ
ゑ
の
色
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

も
て
は
や
す
（
８
ウ
）

　
　
　

歌
六
一
「
も
て
は
や
す
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
は
や
す
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

な
ひ
く
柳
の
／
定
な
け
れ
ば
（
８
ウ
）

歌
六
二 

「
な
ひ
く
柳
の
さ
た
め
な
け
れ
は
」 ［
左
波
線
（
朱
）］ ・ 「
さ
た
め
な
け
れ
ば
」

［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

ほ
づ
ゝ
し
め
縄
（
９
オ
）

　
　
　

歌
六
四
「
ほ
つ
ゝ
し
め
な
は
」［
左
傍
点
（
朱
）］・「
し
め
な
は
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

芽メ

ぐ
む
（
９
オ
）

　
　
　

歌
六
五
「
め
く
む
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

○
―
／
あ
た
り
の
空
（
９
ウ
）

　
　
　

歌
七
〇
「
あ
た
り
の
空
に
」［
右
波
線
（
朱
）］

　
　

心
ま
と
ひ
（
９
ウ
）

　
　
　

歌
七
三
「
心
ま
と
ひ
に
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

花
の
夕
ば
え
（
９
ウ
）

　
　
　

歌
七
四
「
花
の
夕
は
へ
」［
右
波
線
（
朱
）］・「
夕
は
へ
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

風
の
祝
（
９
ウ
）

歌
七
五
「
風
の
は
ふ
り
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
風
の
は
ふ
り
に
」［
左
直
線
（
朱
）］

　
　

花
に
む
つ
る
ゝ
虫
（
９
ウ
）

　
　
　

歌
七
六
「
む
つ
る
ゝ
」［
左
波
線
（
朱
）］（「
花
に
」
に
記
号
ナ
シ
）

　
　

真
木
綿
の
／
ぬ
さ
（
９
ウ
）

　
　
　

歌
七
七
「
ま
ゆ
ふ
の
ぬ
さ
を
」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

八
重
か
さ
な
れ
る
花
（
10
オ
）

　
　
　

歌
七
八
「
ぬ
ひ
め
な
く
八
重
か
さ
な
れ
る
花
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
八
重
か
さ
な
れ
る
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花
」［
左
波
線
（
朱
）］

　
　

谷
ふ
と
こ
ろ
（
10
ウ
）

歌
八
三
「
谷
ふ
と
こ
ろ
に
（
谷
ふ
と
こ
ろ
に
こ
か
く
れ
て
？
）」［
右
傍
点
（
朱
）］

　
　

八
重
桜
（
11
オ
）

歌
八
八
詞
「
中
宮
の
御
堂
の
八
重
桜
」［
右
傍
点
（
朱
）］・「
御
堂
の
八
重
桜
」［
左
直

線
（
朱
）］

　

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
朱
の
頭
書
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
そ
の
下
の
家
集
本
文
に
該
当
部

分
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
記
号
は
一
定
で
な
い
。
こ
れ
は
既
に
見
た
よ
う
に
記
号
が
恣
意
的
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
一
方
で
記
号
が
ど
う
で
あ
れ
、
傍
線
で
示
し
た
三
つ
の
例
外
、「
ゑ

ご
の
う
ね
は
恵
具
の
生
た
る
田
の
う
ね
に
や
」（
４
オ
）、「
正
月
十
五
日
粥
」（
５
ウ
）、「
紅
梅
」（
８

オ
）
を
除
い
て
、
朱
頭
書
は
家
集
本
文
の
和
歌
か
詞
書
の
記
号
を
付
さ
れ
た
部
分
に
対
応
し
て

い
て
、
そ
こ
に
そ
の
言
葉
そ
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
例
外
の
う
ち
、

「
五
月
十
五
日
粥
」、「
紅
梅
」
は
直
接
対
応
す
る
言
葉
は
な
い
け
れ
ど
も
、
詞
書
を
概
括
的
に

指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
ゑ
ご
の
う
ね
は
恵
具
の
生
た
る
田
の
う
ね
に
や
」は
語
句
の
解
釈
、

い
わ
ば
注
釈
、
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
殊
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
例
外
と
し
て
、
朱
頭
書
は
す
べ

て
本
文
の
語
句
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
「
見
出
し
」
で
あ
ろ
う
。
家
集
本
文
の
記
号
を
付
し
た
部
分
か
ら
さ
ら

に
選
ば
れ
た
語
群
が
朱
で
頭
書
さ
れ
る
形
式
で
、
そ
れ
は
辞
書
の
見
出
し
項
目
と
用
例
と
の
関

係
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
○
―
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
違
い
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

こ
の
記
号
が
あ
る
こ
と
も
見
出
し
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
煩
多
に
付
け

ら
れ
た
本
文
の
記
号
の
中
に
言
葉
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
を
避
け
る
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
ま
で
と
り
あ
げ
た
本
伝
本
の
書
込
み
は
、
下
の
本
文
部
分
の
記
号
類
は
家
集

本
文
を
言
葉
に
分
解
し
た
も
の
、
上
の
頭
書
は
そ
の
中
の
最
要
の
語
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
実
際
の
書
込
み
も
こ
の
順
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
言

葉
を
拾
い
上
げ
る
作
業
と
し
て
、
上
下
で
い
わ
ば
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
実
は
こ
れ
は
索
引
の
た
め
の
与
清
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。
こ
の

理
解
は
可
能
性
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
恣
意
的
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
小

山
田
与
清
と
い
う
人
物
と
そ
の
書
物
へ
の
対
し
方
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
与
清
の
作
業
と
考
え

て
全
く
矛
盾
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
伝
本
が
与

清
の
作
業
の
「
場
」
で
あ
り
、
そ
の
「
跡
」
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
認
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二

―

三

　

与
清
の
作
業
に
つ
い
て
一
つ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
特
別
資
料
室

に
は
小
山
田
与
清
の
自
筆
校
本
や
書
入
れ
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
本
、「
狭

衣
物
語
」（
函
架
番
号 

ヘ12 04874

）
で
あ
る
。
こ
の
本
は
無
刊
記
古
活
字
版
で
、巻
首
に
「
田

安
府
芸
台
印
」、「
献
英
楼
図
書
記
」、「
此
君
精
舎
蔵
印
」（
巻
尾
に
も
）、「
伊
藤
文
庫
」、「
横
山
重
」、

「
天
泉
呆
今
」、
巻
尾
に
「
梅
華
艸
堂
珍
書
雲
烟
過
眼
之
記
」
と
あ
り
、
流
転
を
重
ね
た
本
だ
が
、

一
時
与
清
の
手
に
あ
っ
て
与
清
筆
の
様
々
な
書
込
み
と
傍
線
の
類
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
南

部
家
旧
蔵
本
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」
と
同
じ
体
裁
の
本
文
の
傍
線
、
傍
点
を
持
ち
、
校

異
や
注
と
頭
書
、
標
注
を
朱
、
墨
と
ま
ま
藍
墨
に
よ
っ
て
書
き
込
む
も
の
で
あ
る
。「
散
木
奇

歌
集
」
よ
り
も
少
な
い
け
れ
ど
も
、
同
じ
よ
う
に
行
の
左
右
に
施
さ
れ
、
重
複
も
あ
り
、
な
お

か
つ
地
名
、
名
所
の
類
の
記
号
は
直
線
で
あ
る
。
人
物
に
は
中
線
が
あ
る
と
こ
ろ
は
違
う
が
、

南
部
本
「
散
木
奇
歌
集
」
と
同
じ
と
見
て
よ
い
。
朱
に
は
や
や
明
る
い
も
の
と
暗
め
の
色
と
の

二
種
あ
っ
て
、
傍
線
、
傍
点
に
も
こ
の
二
種
が
使
わ
れ
、
や
や
大
振
り
の
字
で
書
か
れ
る
頭
書

は
細
字
の
標
注
に
対
し
て
暗
い
朱
で
書
か
れ
て
、
頭
書
に
相
当
す
る
本
文
部
分
に
同
じ
色
の
記

号
が
あ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
大
き
な
字
の
方
が
南
部
本
「
散
木
奇
歌
集
」
の
上

欄
外
の
朱
の
頭
書
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
標
注
に
は
契
沖
、
村
田
春
海
、
賀
茂
季

鷹
、
間
宮
永
好
な
ど
、
与
清
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物
の
名
が
あ
り
、
小
山
田
与
清
筆
書
入
れ
と

見
る
状
況
的
証
拠
と
な
る
。
同
時
期
に
存
在
す
る
人
々
で
は
な
い
の
で
、
注
を
引
用
し
た
り
見

解
を
聞
い
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
の
中
に
与
清
の
名
は
な
く
、
注
自
体
が
与
清

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
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二

―

四

　

そ
の
与
清
の
作
業
は
、
先
に
「
見
出
し
」
と
書
い
た
が
、
そ
の
先
に
「
索
引
」
を
予
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
該
部
分
の
抜
き
出
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
用
い
た
考
証
に
備
え
る
も
の
で
あ 

っ
た

（
注
十
七
）

。「
散
木
奇
歌
集
」
の
朱
の
頭
書
の
言
葉
の
い
く
つ
か
は
例
え
ば
「
松
屋
筆
記
」
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
一
部
で
は
あ
る
が
、「
松
屋
筆
記
」
と
南
部
本
の
該
当
す
る
部
分
と
を
あ

げ
る

（
注
十
八
）

。「
散
木
奇
歌
集
」
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に
傍
線
を
引
い
た
。

　
「
松
屋
筆
記
」
散
木
奇
歌
集
の
引
用

　

・
み
そ
う
づ　

散
木
集
隠
題
の
部
に
田
上
に
侍
り
け
る
こ
ろ
こ
も
り
が
い
ね
と
い
ふ
物
を
も

ち
ひ
に
し
て
と
り
出
て
侍
り
け
る
を
ま
た
の
日
み
そ
う
づ
に
し
て
侍
る
を
見
て
よ
め
る

「
ほ
う
し
こ
の
い
ね
と
見
し
ま
に
も
ち
ぬ
れ
は
み
め
う
つ
ま
て
も
成
に
け
る
哉
」
と
見
え

た
る
み
そ
う
づ
は
増ゾ
ウ
ス
ヰ水
の
事
也
撮
壌
食
物
部
に
曾
水
を
み
そ
う
づ
と
よ
め
る
に
て
し
る
べ

し
み
そ
う
づ
は
沙
石
集
に
も
見
え
増
水
は
節
用
集
運
歩
色
葉
集
な
ど
に
出
た
り
み
そ
う
づ

は
味
噌
水
の
義
な
る
べ
し
漿
を
コ
ン
ヅ
と
い
ふ
も
似
た
る
詞
づ
か
ひ
也
此
考
は
荻
野
長
が

問
に
答
し
也 

頭
書 

尺
素
往
来
七
日

の
み
そ
う
づ

（
巻
四

―
十
二
）

　

・
糂
汰　

沙
石
集
四
の
巻
道
人
可
捨
執
着
事
の
条
に
（
中
略
）
下
学
集
飲
食
門
に
増
水

也

云
々
与
清
曰

は
糂
と
通
ず
増
水
は
節
用
集
に
ミ
ソ
ウ
ヅ
と
よ
み
た
り
み
そ
う
づ
は
俊
頼

の
散
木
集
沙
石
集
な
ど
に
も
見
ゆ
今
の
ぞ
う
す
ゐ
と
い
ふ
も
の
は
も
と
糂
汰
を
も
て
製
り

し
こ
と
知
べ
し
（
下
略
）（
巻
十
四

―

七
十
六
）

　

・
目メ

ジ路
と
云
詞　

同
集
四
の

巻 

に
秋
の
夜
の
月
い
と
い
た
う
く
も
り
た
る
に
「
な
か
む
れ
と
め

ち
に
も
霧
の
立
ぬ
れ
は
心
や
り
な
る
月
を
た
に
見
す
」
按
に
此
め
ぢ
て
ふ
詞
は
俊
頼
の
歌

に
も
よ
み
て
そ
は
袖
中
抄
に
も
引
た
り
目
路
の
義
に
て
目
の
か
よ
ふ
ほ
ど
を
は
る
か
に
見

や
る
心
也
（
巻
五

―

卅
一
）

　

・
名
を
か
く
し
て
よ
め
る
歌　

忠
見
集
に
は
じ
め
て
召
あ
げ
ら
れ
け
る
に
「
君
か
代
に
さ
か

ゆ
く
へ
し
と
お
も
ひ
せ
は
し
ら
ま
し
物
を
た
ゝ
み
ね
の
道
」
此
歌
忠
見
と
い
ふ
名
を
か
く

し
て
よ
み
入
た
り
俊
頼
の
散
木
集
に
も
と
し
よ
り
と
よ
み
た
る
歌
あ
り
頼
政
の
歌
に
「
ひ

を
け
さ
い
か
に
よ
り
ま
さ
る
ら
ん
」
と
も
有
此
外
お
ほ
か
り
曾
丹
集
長
歌
に
も
「
名
を
よ

し
た
ゞ
と
名
づ
け
つ
ゝ
」
と
あ
れ
ど
こ
れ
は
か
く
し
た
る
に
は
あ
ら
ず
。（
巻
八

―

三
）

　

・
お
し
ね　

お
し
ね
は
お
そ
稲
の
義
に
あ
ら
ず
お
は
そ
へ
字
に
て
し
ね
と
い
ふ
べ
き
を
さ
い

ふ
也
と
師
錦
織
翁
の
説
な
り
さ
れ
ど
夫
木
抄
冬
三
安
元
元
年
十
月
右
大
臣
家
歌
合
初
雪
清

輔
朝
臣
「
お
し
ね
か
る
し
つ
の
す
か
ゝ
さ
白
妙
に
は
ら
ひ
も
あ
へ
す
つ
も
る
雪
か
な
」
此

歌
判
者
清
輔
朝
臣
云
田
は
秋
こ
と
か
る
物
に
と
あ
る
を
雪
ふ
ら
ん
時
は
い
か
ゞ
な
ど
申
人

あ
り
し
か
ど
も
其
は
僻
事
也
十
月
に
か
る
所
お
ほ
か
り
お
し
ね
と
云
は
お
そ
き
稲
な
れ 

ば
か
き
あ
ひ
て
こ
そ
侍
れ
と
云
云
按
に
此
説
に
よ
れ
ば
晩
稲
の
事
也
さ
て
は
「
お
し
ね
」

と
書
べ
し
「
オ
ソ
イ
ネ
」
の
略
也 

頭
書 

散
木
集
秋
に
「
う
き
身
に
は
山
田
の
お
し
ね
お
し
こ
め
て
世 

を
ひ
た
す

ら
に
う
ら
み
つ
る
か
な
」
こ
れ
も
お
し
ね
お
し
こ
め
て
と
つ
ゞ
け
た
り

（
巻

十
一

―

十
五
）

　

・
ざ
り
せ
ば
と
云
て
に
は
の
格　

散
木
集
三
に
月
の
い
ら
ん
と
す
る
を
見
て
よ
め
る
「
月
み

れ
は
す
く
な
御
神
そ
う
ら
め
し
き
西
に
は
山
を
つ
く
ら
さ
り
せ
は
」
此
歌
下
に
よ
か
ら
ま

し
と
い
ふ
詞
を
余
情
に
添
て
心
得
べ
し
一
ツ
の
変
格
也
（
巻
十
一

―

卅
五
）

　

・
は
ゞ
か
る　

散
木
集
釈
教
部
に
仏
の
御
し
た
は
ひ
ろ
く
長
く
し
て
お
ほ
空
に
な
ん
は
ゞ
か

る
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
「
み
そ
ら
に
も
吹
か
よ
ふ
ら
し
お
ほ
く
ち
の
ま
か
み
か
原
の
こ

の
し
た
風
は
」
云
々
又
阿
弥
陀
仏
の
御
身
は
世
中
に
み
ち
て
は
か
り
う
べ
か
ら
ず
と
い
へ

る
こ
と
を
よ
め
る
「
み
た
の
身
も
あ
ま
つ
み
空
に
は
ゝ
か
り
て
よ
も
せ
は
し
と
や
お
も
ひ

し
る
ら
ん
」
云
々
右
の
詞
書
と
歌
と
に
は
ゞ
か
る
と
い
へ
る
は
今
俗
言
に
は
だ
か
る
と
い

ふ
と
お
な
じ
心
に
用
た
り
憚
の
字
の
心
に
は
か
な
は
ず
ニ
ク
マ
レ
モ
ノ
ゝ
世
ニ
ハ
ゞ
カ
ル

な
ど
い
ふ
は
ゞ
か
る
と
お
な
じ 

頭
書 

盛
衰
記
廿
六
ノ
十
五
丁
オ
坪
ニ
テ

ハ
バ
カ
ル
ホ
ド
ノ
大
頸
ニ
テ
云
々
（
巻
十
二

―

二
）

南
部
本
散
木
奇
歌
集
の
該
当
部
分 （
な
る
べ
く
原
態
に
近
く
示
し
た
。ゴ
シ
ッ
ク
体
は
朱
頭
書
、 

   
波
線
は
右
波
線
、
網
の
部
分
は
左
波
線
、
直
線
は
右
直
線
、
●
は
傍
点
）、
◯
は
圏
点
、
表

   

記
し
に
く
い
も
の
は
注
で
示
し
、
傍
記
等
は
省
略
し
た
）

田
上
に
侍
り
け
る
こ
ろ
こ
も
り
か
い
ね
と
い
ふ
物
を
も
ち
ゐ
に
し
て
と
り
出
て
侍

り
け
る
を
ま
た
の
ひ
み
そ
う
つ

4

4

4

4

に
し
て
侍
る
を
見
て
よ
め
る
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ほ
う
し
子　

ほ
う
し
こ

4

4

4

4

の
い
ね
と
み
し
ま
に
も
ち
ゐ
れ
は
み
そ
う
つ

4

4

4

4

迄
も
な
り
に
け
る
哉

　

み
そ
う
づ

　
　
　
　
　
　
＊
和
歌
中
「
み
そ
う
つ
」
は
右
に
傍
点
及
び
圏
点
を
二
重
に
付
し
、「
そ
う
つ
」
の
部
分
左

　
　
　
　
　
　
　
に
傍
点　
　

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
に
侍
り
け
る
比
た
よ
り
に
つ
け
て
修
理
大
夫
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

　

目メ

ヂ路　

と
へ
か
し
な
た
ま
く
し
の
は

4

4

4

4

4

4

に
み
か
く
れ
て
も
す
の
草
く
き

4

4

4

4

4

4

め
ち
8

8

な
ら
す
と
も

　
　
　
　
　
　
＊
「
草
く
き
」
の
部
分
左
波
線
（
あ
る
い
は
点
）

　
　
　
　
　
　
　

殿
下
に
て
卯
花
を
よ
め
る

　

名
を
の
み　

う
の
花
の
身
の
し
ら
か
と
も
見
ゆ
る
か
な
賎
か
か
き
ね
も
と
し
よ
り

4

4

4

4

に
け
り

　
　
　
　
　
＊
「
う
の
花
」
の
部
分
傍
点
に
も
見
ゆ
、「
と
し
よ
り
に
」
の
左
に
「
年
老ヨ

リ　

俊
頼
ヲ
ソ
フ
」
と

　
　
　
　
　
　

傍
記

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上
に
て
た
か
る
を
み
て
よ
め
る

　

お
し
ね
お
し

　
　

こ
め
て　

う
き
身
に
は
山
田
の
を
し
ね
を
し
こ
め
て
世
を
ひ
た
す
ら
に
う
ら
み
つ
る
哉

　

ひ
た
す
ら　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
＊
「
を
し
ね
」
は
左
に
「
お
」
と
朱
書
に
て
訂
、「
お
し
こ
め
て
」
左
に
朱
圏
点

　
　
　
　
　
　
　
　

月
の
い
ら
ん
と
す
る
を
み
て
よ
め
る

　

西
に
は
山
を

　

つ
く
ら
ざ
り　

月
み
れ
は
す
く
な
み
か
み
そ
う
ら
め
し
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
し
に
は
山
を
つ
く
ら
さ
り
せ
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

4444

せ
ば　
4

　
　
　
　
　
＊
「
に
し
に
は
山
を
つ
く
ら
さ
り
せ
は
」
は
左
に
朱
傍
点
、「
さ
り
せ
は
」
に
「
さ
ら
ま
し
」
と

　
　
　
　
　
　

傍
記　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

仏
の
御
し
た
は 

ひ
ろ
く
長
く
し
て
お
ほ
空
に
な
ん
は
ゝ
か
る
と
い
ふ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
よ
め
る

　

は
ゞ
か
る　

み
そ
ら
に
も
吹
か
よ
ふ
ら
し
お
ほ
く
ち
の
ま
か
み
か
原
の
こ
の
し
た
風
は

　
　
（
墨
頭
書
）「
万
葉
／
大
口
ノ
真
神
カ
原
ニ
フ
ル
／
ユ
キ
ハ
イ
タ
ク
ナ
フ
リ
ソ
／
イ
ヘ
モ
ア
ラ
ナ
ク
ニ
」

　
　
　
　
　
＊
「
ま
か
み
か
原
」
は
左
右
と
も
に
直
線

一
三

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
弥
陀
仏
の
御
身
は
世
中
に
み
ち
て
は
か
り
う
へ
か
ら
す
と
い
へ
る

　

は
　ゞ
　
　
　
　
　

事
を
よ
め
る

　
　

か
り
て　
　

み
た
の
身
も
あ
ま
の
み
そ
ら
に
は
ゝ
か
り
て
よ
も
せ
は
し
と
や
お
も
ひ
し
る

　
　
　
　
　
　
　

ら
ん

　

先
の
「
狭
衣
物
語
」
と
南
部
本
「
散
木
奇
歌
集
」
と
の
類
同
は
、
同
じ
一
人
の
人
が
行
っ
た

結
果
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
「
松
屋
筆
記
」
の
項
目
な
ど
も
参
照
す
れ
ば
、
そ
れ
は
小

山
田
与
清
の
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

従
っ
て
南
部
本
遊
紙
の
「
与
清
曰
」
以
下
は
小
山
田
与
清
の
識
語
で
あ
り
、
伝
本
内
部
も
与

清
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
与
清
筆
で
な
い
の
は
、
も
と
同
じ
も
の
、
す
な
わ
ち
類
従
本
に
与

清
自
身
が
書
込
ん
だ
原
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
後
人
が
同
じ
く
群
書
類
従
を
用
い
て
複
製
し
た

か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌

集
」
の
由
来
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

与
清
は
少
な
く
と
も
写
本
と
群
書
類
従
本
と
二
種
の
「
散
木
奇
歌
集
」
を
手
に
し
て
い
た

（
注
十
九
）

。

そ
の
小
山
田
与
清
書
入
れ
類
従
本
そ
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
実
は
既
に
関
根
に
よ
っ
て

報
告
さ
れ
て
い
（
注
二
〇
）
る
。
す
な
わ
ち
、 「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
散
木
奇
歌
集
」、 

い
わ
ゆ
る
間
宮
本
、
の
項

に
、

　
　
　
　

十
巻
三
冊
本
で
次
の
奥
書
を
有
す
る
。

　
　
　

散
木
集
十
巻
以
師
翁
写
本
書
写
之
維
時
文
政
十
年
晩
秋
下
旬
命
重
賢
書
写
之
而
后
再
三

校
合
了
至
初
冬
望
後
落
成
以
識
其
由　

源
輳

　
　
　
　
　

以
師
翁
校
本
一
校
畢
此
本
今　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
戸
家
ヘ
献
上
彼
御
文
庫
ニ
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　

文
久
二
年
三
月
廿
八
日
功
畢　
　
　
　
　
　
　

間
宮
永
好
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一
四

　
　
　
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、源
輳
が
師
翁
蔵
本
を
以
て
文
政
十
年
書
写
し
校
訂
を
加
へ
た
本
で
、

こ
れ
を
間
宮
永
好
が
入
手
し
て
更
に
彼
の
師
小
山
田
与
清
の
校
本
に
よ
り
校
異
を
書
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
本
は
書
写
は
輳
、
校
異
の
書
入
は
輳
と
永
好
と
に
よ
つ

て
な
さ
れ
、
永
好
の
書
入
は
小
山
田
与
清
校
本
に
拠
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
冊
見

返
の
永
好
の
識
語
に
は

　
　
　
　

墨
と
朱
と
を
以
て
傍
に
書
け
る
は
も
と
よ
り
此
本
に
あ
り
け
る
也　

サ
と
記
せ
る
は

　

故
翁
本
に
藍
を
以
て
も
の
せ
る
也　

イ
と
記
せ
る
は
異
本
也　

△
と
記
せ
る
は
故
翁

　

校
本
に
書
名
な
き
も
の
也　

ル
と
記
せ
る
は
群
書
類
従　

墨
と
記
せ
る
は
ル　

の
異

　

本
也　

○
と
記
せ
る
は
墨
に
て
故
翁
本
に
校
せ
る
也
但
書
名
を
あ
げ
ず　

□
と
記
せ

　

る
は
故
翁
本
に
墨
に
て
イ
と
記
せ
る
本

　
　
　

と
あ
る
通
り
、
当
本
は
永
好
入
手
以
前
と
覚
し
き
墨
朱
書
入
と
サ
イ
△
ル
墨
○
□
に
符

分
し
た
校
異
を
示
し
、
外
に
契
冲
本
と
記
入
し
た
補
入
歌
の
書
入
も
あ
る
が
、
右
見
返

の
識
語
に
よ
れ
ば
師
翁
校
本
の
本
文
は
書
入
て
ゐ
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
所
が
彰
考

館
に
は
、
小
山
田
与
清
が
和
装
群
書
類
従
三
冊
に
書
入
校
合
を
施
し
た
散
木
集
が
蔵
さ

れ
て
ゐ
て
、
こ
の
書
入
は
輳
本
に
な
し
た
永
好
の
書
入
と
全
く
一
致
す
る
の
で
、
永
好

の
云
ふ
師
翁
本
と
は
こ
の
与
清
の
書
入
類
従
本
で
あ
り
、
従
つ
て
与
清
本
の
本
文
は
群

書
類
従
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
ほ
永
好
は
与
清
の
註
記
考
証
を
も
写
し
て
ゐ
る
か

ら
、
こ
の
永
好
本
は
、
居
乍
ら
に
し
て
与
清
本
を
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

但
し
ど
う
い
ふ
わ
け
か
永
好
の
書
入
は
祝
部
あ
た
り
ま
で
で
中
止
し
雑
の
辺
か
ら
又
始

ま
つ
て
ゐ
る
。
与
清
本
に
は
こ
の
間
も
継
続
し
て
ゐ
る
か
ら
、
中
絶
の
分
は
与
清
本
を

以
て
補
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　

因
み
に
、
新
校
群
書
類
従
の
散
木
奇
歌
集
解
題
第
十
一
巻

三
十
四
頁
は
、
間
宮
本
散
木
集
に
つ
い

て
記
し
た
あ
た
り
頗
る
明
瞭
を
欠
い
て
ゐ
る
が
、
間
宮
本
と
は
上
掲
の
奥
書
を
有
す
る

現
在
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
で
、
松
井
簡
治
博
士
旧
蔵
本
で
あ
り
、
前
述
の
ご
と
き
本
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
水
戸
家
へ
献
上
」
し
た
本
と
は
与
清
の
書
入
類
従
本
の
こ
と
で

あ
る
。

と
あ
る
記
述
で
あ
る
。
間
宮
永
好
は
与
清
の
門
人
で
あ
り
、
こ
の
経
緯
は
自
然
な
と
こ
ろ
で
あ

ろ
（
注
二
十
一
）う。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
謎
の
伝
本
で
あ
っ
て
、
こ
の
群
書
類
従
本
は
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
。

平
澤
五
郎
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
彰
考
館
文
庫
訪
書
の
際
、
該
群
書
類
従
本
に
つ
き
お
伺
い
い

た
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
書
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ
の
詳
細
の
検
討
は
不
明
」
で
あ
る
と
い
（
注
二
十
二
）う

。
し

か
し
、
関
根
は
こ
の
本
と
間
宮
本
の
本
文
を
比
較
し
た
上
で
、「
永
好
の
書
入
は
祝
部
あ
た
り

ま
で
で
中
止
し
雑
の
辺
か
ら
又
は
じ
ま
っ
て
い
る
」
が
、「
与
清
本
に
は
こ
の
間
も
継
続
し
て

い
る
」
と
い
う
の
で
、
実
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』

は
一
九
五
二
年
の
出
版
だ
が
、
調
査
は
戦
前
に
行
わ
れ
て
お
（
注
二
十
三
）り

、
あ
る
い
は
そ
の
頃
に
は
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
彰
考
館
図
書
目
録　

附
焼
失
目
録
』に
も
記
載
が
な
い
。

さ
ら
に
、
平
澤
論
文
は
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
文
政
十
二
年
内
藤
広
前
写
・
岡
田
希
雄
校
合
書

入
本
」、
関
根
の
い
う
「
岡
田
本
」
に
つ
い
て
、

　

文
政
十
二
年
十
二
月
九
日
か
ら
同
月
十
七
日
に
か
け
て
内
藤
広
前
の
書
写
す
る
と
こ
ろ

の
本
を
手
得
し
た
岡
田
希
雄
が
後
述
の
書
入
本
を
主
と
し
た
校
合
・
書
入
れ
を
移
写
し
、

自
ら
も
又
追
補
増
訂
し
た
、
そ
れ
が
本
書
の
経
由
で
あ
る
。（
中
略
）

　

先
ず
、
本
書
の
本
文
は
、
さ
き
の
内
題
・
各
部
立
に
も
見
る
ご
と
く
群
書
類
従
本
か
ら

の
転
写
で
あ
り
、
各
冊
編
成
、
同
丁
数
、
行
数
・
字
詰
を
も
同
じ
く
す
る
。（
中
略
）
該

本
の
模
写
と
も
云
う
べ
き
書
写
状
況
を
呈
し
て
い
る
。（
中
略
）

　

し
か
し
、
本
書
の
校
合
に
も
看
て
き
た
ご
と
く
に
此
の
岡
田
希
雄
の
手
跡
書
入
れ
の
過

半
は
さ
き
の
間
宮
永
好
校
合
本
の
書
入
れ
と
同
じ
く
し
て
其
の
依
拠
す
る
の
は
や
は
り
共

に
小
山
田
与
清
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
該
書
書
入
れ
に
て
言
及
し

た
が
、
本
書
の
書
入
れ
に
は
「
永
好
曰
」
の
附
注
を
一
切
見
出
さ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
校
異

移
写
と
共
に
永
好
校
合
本
で
は
な
く
し
て
或
は
直
接
に
与
清
校
合
本
、
又
は
そ
の
転
写
本

な
ど
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
（
注
二
十
四
）う。

岡
田
希
雄
本
も
や
は
り
複
製
群
書
類
従
で
あ
り
、
そ
の
他
の
注
を
含
む
け
れ
ど
も
、

結
果
と
し
て
、
与
清
書
入
れ
本
群
書
類
従
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
岡
田
も
同
じ
く
「
与
清
校
合
本
、又
は
そ
の
転
写
本
」
を
見
た
わ
け
で
、そ
れ
が
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
、
関
根
が
見
た
本
と
同
じ
な
の
か
違
う
の
か
、
こ
れ
も
謎
な
の
で
あ
る
。
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そ
れ
は
と
も
か
く
、
間
宮
本
の
書
入
れ
が
与
清
本
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
南
部
本
群
書

類
従
の
書
入
れ
と
も
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
上
掲
平
澤
論
文
は
間
宮
本
の
欄
外
注
書

入
れ
に
つ
い
て
六
例
を
あ
げ
て
岡
田
本
と
比
較
し
、「
本
書
と
岡
田
本
と
の
附
注
は
相
互
に
よ

く
一
致
し
、
例
示
以
外
の
全
巻
―
但
し
本
書
巻
五
～
八
の
間
、
書
入
れ
を
欠
く
―
も
過
半
を
共

通
し
、
其
の
源
は
小
山
田
与
清
校
合
書
入
本
に
発
す
る
と
み
る
ほ
か
は
な
い
」
と
の
結
果
を
示

し
て
い
る
（
注
二
十
五
）が、

こ
れ
に
倣
っ
て
南
部
本
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
次
は
南
部
本
の
上
欄
外
の
墨

書
書
入
れ
（
26
の
み
朱
）
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
標
注
で
あ
（
注
二
十
六
）る

。

　

こ
れ
ま
で
の
記
号
類
と
同
じ
部
分
に
つ
い
て
、最
初
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
南
部
本
の
注
を
掲
げ
、

そ
の
注
に
か
か
る
歌
の
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
す
。
次
に
間
宮
本
に
あ
れ
ば
そ
の
本
文
を
あ

げ
る
。
な
い
場
合
に
は
×
を
付
け
た
。
間
宮
本
に
あ
っ
て
南
部
本
に
な
い
も
の
も
同
様
の
処
置

を
し
た
。
な
お
、
一
部
大
野
広
城
本
と
の
類
似
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
加
え
た
が
、
そ
の

場
合
大
野
本
で
あ
る
旨
を
注
記
し
楷
書
体
で
示
し
た
。
注
の
初
め
に
あ
る
○
と
句
点
は
本
の
ま

ま
、
／
は
改
行
を
示
す
た
め
に
私
に
付
し
た
も
の
で（
注
二
十
七
）

あ
る
。

南
部
家
本
の
上
欄
外
墨
書
書
入
れ

　

４　

此
カ
ゝ
ミ
ハ
次
ノ
哥
ニ
云
／
カ
ゝ
ミ
ト
別
ニ
テ
常
ノ
鏡
／
也

　
　
　
　

×

　

５　

貧
道
集　

立
春
哥
／
い
つ
し
か
と
末
の
ま
つ
山
／
か
す
め
る
は
な
み
と
ゝ
も
／
に
や
は

る
の
こ
ゆ
ら
ん
／
教
長
卿
は
聊
後
輩
ナ
レ
ハ
／
此
散
木
ノ
哥
ヲ
ト
レ
ル
ト
／
モ
云
ヘ
ケ

レ
ト
サ
ア
ラ
シ
／
全
暗
合
ト
云
ヘ
シ

○
貧
道
集　

立
春
哥
／
い
つ
し
か
と
末
の
松
山
か
す
め
／
る
は
な
み
と
ゝ
も
に
や
は

る
／
の
こ
ゆ
ら
ん
教
長
卿
は
聊
／
後
輩
ナ
レ
ハ
。
此
散
木
ノ
／
盗
め
り
と
も
い
ふ
べ

け
れ
ど
。
さ
は
あ
ら
し
。
暗
合
な
る
へ
し
。

　

６　

用
ハ
モ
チ
ヒ
ノ
仮
名
ナ
ル
／
コ
ト
経
衡
集
ニ
モ
二
首
／
ヨ
メ
ル
証
ア
リ

○
用
ハ
。
モ
チ
ヒ
の
仮
名
な
／
ら
ぬ
事
漢
語
音
図
／
に
論
あ
り
。
可
従
。
／
経
衡
集

に
も
モ
チ
ヒ
の
仮
名
の
証
と
な
る
哥
／
二
首
あ
れ
ど
。
な
ほ
モ
チ
ヒ
歟
モ
チ
ヰ
を
可

用
也
。

　

６　

永
久
百
首
元
日
／
俊
頼
／
け
ふ
よ
り
は
我
を
も
ち
／
ひ
の
ま
す
か
ゝ
み
う
れ
し
／
き
か

け
を
う
つ
し
て
そ
／
み
る

　
　
　
　

○
永
久
百
首
。
元
日
。
俊
頼
。
け
ふ
よ
り
は
我
を
も
ち
ひ
の
ま
す
鏡
う
れ
し
き
か
け

　

を
う
つ
し
て
そ
み
る
。

　
　
　
　
　

  

佐
保

　

８　

頭
句
ハ
棹
ニ
ヲ
云
カ
ケ
タ
レ
ト
／
カ
ン
ナ
タ
カ
ヘ
リ
サ
レ
ト
イ
ト
ハ
／
ヤ
ク
ヨ
リ
誤
キ

タ
レ
リ
天
喜
二
／
年
四
月
蔵
人
所
哥
合
紅
／
葉

読
人

不
知
／
今
は
た
ゝ
も
み
ち
の
に
し
き
／

た
つ
た
姫
染
か
け
つ
ら
ん
／
さ
ほ
の
山
へ
に

　
　
　

金
葉
三
に
も
さ
ほ
川
の
み
／
き
は
に
さ
け
る
蘭
波
の
寄
／
て
や
か
け
ん
と
す
ら
ん
又

　
　
　

清
輔
初
学
抄
に
さ
ほ
山
／
棹
ニ
ソ
フ
と
あ
れ
は
既
ニ
此
比
／
ハ
云
カ
ケ
ニ
モ
チ
ヒ
タ
ル

コ
ト
ウ
タ
／
カ
ヒ
ナ
シ

○
永
好
曰
。
佐
保
山
を
棹
に
い
ひ
か
け
た
る
は
。
／
天
喜
二
年
四
月
蔵
人
所
哥
合
紅

葉
よ
み
人

し
ら
す
／
今
は
た
ゝ
紅
葉
の
錦
た
つ
た
／
姫
染
か
け
つ
ら
ん
さ
ほ
の
／
山
へ
に
。
清

輔
初
／
学
抄
。
さ
ほ
山
。
棹
ニ
ソ
フ
な
と
あ
れ
は
。
此
頃
／
よ
り
専
に
な
れ
る
歟
。

［
大
野
本
書
入
］

頭
句
は
棹佐
保

を
い
ひ
か
／
け
た
れ
と
仮
名
違
へ
／
り
さ
れ
ど
い
と
早
く
／
よ
り
誤
来
れ

り
／
天
喜
二
年
四
月
蔵
人
所
／
歌
合
紅
葉
読
人
不
／
知
い
ま
は
た
ゝ
紅
葉
の
／
に
し

き
た
つ
た
姫
そ
め
／
か
け
つ
ら
ん
さ
ほ
の
山
／
辺
に
金
葉
三
に
も
／
さ
ほ
川
の
汀
に

さ
け
る
／
蘭
波
の
よ
り
て
や
／
か
け
む
と
す
ら
ん
又
清
／
輔
初
学
抄
に
さ
ほ
／
山
棹

に
そ
ふ
と
あ
れ
／
は
既
に
此
頃
は
い
ひ
か
／
け
に
用
た
る
事
う
た
／
た
か
ひ
な
し

　

10　

袖
中
抄

（
ア
キ
、マ
マ
）云

此
哥
ヲ
ハ
俊
頼
／
霞
と
て
ヨ
ロ
シ
キ
哥
と
申
／
ケ
リ
仍
左
京
兆
モ
詞
花
集

　
　
　

／
ニ
モ
入
タ
リ

是
ハ
松
ノ
シ
ツ
エ
ヲ
蜘
手
ト
ハ
／
橋
ノ
柱
ニ
ツ
ヨ
カ
ラ
ン
為
ニ
ス
チ
カ
／
ヘ
テ
ウ
チ
ワ

タ
シ
タ
ル
木
ヲ
云
也

○
袖
中
抄
。
此
哥
ヲ
ハ
。
／
俊
頼
霞
と
て
ヨ
ロ
シ
キ
哥
と
申
ケ
リ
。
仍
左
／
京
兆
モ

詞
花
集
／
ニ
モ
被
入
タ
リ
。
是
ハ
松
ノ
／
シ
ツ
エ
ヲ
蜘
手
ト
ハ
。
橋
ノ
柱
ニ
ツ
ヨ
カ

ラ
ム
為
ニ
。
ス
チ
カ
ヘ
テ
ウ
チ
ワ
タ
シ
タ
ル
木
ヲ
云
也
。
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12　

古
今
二
十
／
真
金
ふ
く
吉
備
の
中
／
山
お
ひ
に
せ
る
ほ
そ
た
／
に
川
の
音
の
さ
や
け
さ

　
　
　
　

○
古
今
廿
／
真
金
ふ
く
吉
備
の
／
中
山
お
ひ
に
せ
る
／
ほ
そ
谷
川
の
お
と
の
／
さ
や

　
　
　
　

け
さ
。

　

17　

ア
シ
ミ
ハ
足
踏
ノ
中
略
／
ナ
ル
コ
ト
下
文
尺
教
ノ
部
ノ
哥
ニ
テ
シ
ラ
ル
考
可
合

　
　
　
　

○
あ
し
み
ハ
足
踏
の
中
略
な
る
事
。
下
文
／
釈
教
の
部
の
哥
に
／
て
し
ら
る
可
考
合

　

19　

此
歌
三
ノ
句
ヲ
初
句
の
／
上
ヘ
マ
ワ
シ
テ
ミ
ヘ
シ
／
四
句
ヘ
ツ
ゝ
ケ
テ
ハ
聞
エ
／
カ
タ

　
　
　

シ

　
　
　
　

×

　

20　

類
聚
名
義
抄
蔀

蚕
簿

　
　

エ
ヒ
ラ
云
々

　
　
　
　

○
類
聚
名
義
抄
竹
部
蚕
簿

　
　

／
エ
ヒ
ラ
云
々
。

　

21　

下
ノ
句
ノ
意
ハ
カ
コ
チ
コ
ト
ノ
／
意
ニ
テ
子
日
シ
テ
行
末
ノ
／
ヨ
ハ
ヒ
ヲ
祈
ソ
ノ
ネ
キ

　
　
　

コ
ト
ヲ
／
ハ
只
神
慮
ニ
マ
カ
ス
ト
云
也

　
　
　
　

×

　

25　

ケ
フ
サ
ヘ
云
　
　
々

ト
云
ル
ニ
／
浮
身
ノ
愁
ア
ル
ヨ
シ
ヲ
コ
／
メ
テ
ヨ
メ
リ
若
ナ
ナ
ド
／
ツ
ミ

　
　
　

テ
面
白
野
遊
ス
ル
ケ
フ
／
サ
ヘ
袖
ノ
ヌ
ル
ゝ
ヨ
シ
也

○
け
ふ
さ
へ
云
々
。
と
／
云
る
に
。
浮
身
の
愁
／
有
由
を
こ
め
て
／
よ
め
り
。
か
く

わ
か
な
ゝ
と
つ
み
て
面
白
き
／
野
遊
す
る
け
ふ
さ
へ
袖
の
ぬ
る
ゝ
よ
し
也
。

　

26　

ゑ
ご
の
う
ね
は
／
恵
具
の
生
た
る
／
田
の
う
ね
に
や
（
こ
の
項
朱
）

　
　
　
　

故
翁
曰
。
ゑ
こ
の
う
ね
は
。
／
恵
具
の
生
た
る
田
の
／
う
ね
に
や
（
間
宮
本
に
「
故

　
　
　
　

翁
」
と
す
る
の
は
こ
の
一
例
の
み
）

　

27　

類
聚
名
義
抄　

笥
イ
シ
ミ

　
　
　
　

類
聚
名
義
抄
。
笥イ
シ
ミ

　

31　

後
漢
書
礼
儀
志

　
　
　
　

後
漢
書
礼
儀
志

　

32　

夜
コ
シ
ハ
俚
ニ
云
ヨ
イ
コ
シ
／
ニ
テ
前
ヨ
ニ
ツ
メ
ル
ヲ
云
本
／
行
ノ
花
ト
ア
ル
ハ
ヨ
シ

ナ
シ
／
両
本
ト
モ
ニ
ハ
ツ
ホ
ト
ア
ル
カ
タ
／
シ
カ
ル
ヘ
シ
ハ
ツ
ホ
ハ
初
穂
／
ニ
テ
初
物

ナ
ル
ヨ
シ
也

　
　
　

ソ
レ
ヲ
送
マ
ヰ
ラ
ス
レ
ハ
賞
翫
シ
タ
マ
ヘ
ト
也
／
後
拾
遺
正
月
七
日
周
防
内
侍
の
許
に

遣
し
／
け
る（

ア
キ
、マ
マ
）

藤
三
位
／
数
し
ら
す
か

（
 
マ
　
マ
 
）

さ
る
年
を
鶯
の
声
す
る
か
た
の
わ
か
な
と

も
か
な

○
夜
ご
し
云
々
。
俚
に
云
。
よ
ひ
ご
し
に
前
日
つ
め
る
を
云
。
本
行
の
花
と
あ
る
は

よ
し
な
し
。
両
本
ど
も
に
。
は
つ
な
と
あ
る
か
た
し
か
る
へ
し
。
は
つ
ほ
は
。
初
穂

に
て
初
物
な
る
よ
し
也
。
／
そ
れ
を
送
り
参
ら
す
れ
は
。
賞
翫
し
た
ま
へ
と
也
。
後

拾
一
正
月
七
日
周
防
内
侍
の
許
に
遣
し
け
る
。
藤
三
位
。
数
し
ら
す
重
な
る
年
を
う

く
ひ
す
の
／
こ
ゑ
す
る
か
た
の
わ
か
な
と
も
か
な
。（
こ
の
項
こ
の
丁
の
右
端
余
白

に
記
す
）

　
　
　
　
［
大
野
本
書
入
］

後
拾
遺
一
正
月
七
日
／
周
防
内
侍
の
許
に
／
遣
し
け
る
　
藤
三
位
／
題
し
ら
す
か
さ

な
る
／
年
を
鶯
の
音
す
る
／
か
た
の
若
な
と
も
か
な

　

37　

馬
毛
ノ
誠
ニ
緑
ナ
ル
ニ
ハ
／
ア
ラ
ネ
ト
白
ハ
青
ニ
色
ノ
／
カ
ヨ
ヘ
ハ
カ
ク
ハ
云
ツ
ゝ
ケ

　
　
　

タ
／
リ

　
　
　
　

×

　

38　

×
○
永
好
曰
。
七
種
粥
ハ
正
月
十
五
日
食
ふ
も
の
／
に
て
其
品
々
式
に
あ
り
。
是
を
あ

か
き
粥
と
／
い
へ
る
は
。
此
比
は
七
種
は
す
た
れ
て
米
と
餅
米
／
と
小
豆
な
と
に
な

れ
る
に
や
。
枕
草
子
に
餅
／
か
ゆ
の
せ
く
云
々
。
と
み
ゆ
る
も
此
十
五
日
の
粥
／
の

事
也
。
こ
の
哥
に
も
ち
月
と
い
へ
る
も
餅
を
か
け
た
る
也
。

　

42　

我
方
ハ
イ
ト
ゝ
シ
ミ
コ
ホ
リ
テ
春
ト
モ
覚
／
エ
ヌ
ヲ
衣
手
ノ
ウ
ス
キ
ノ
ミ
サ
ス
カ
冬
ヲ

　
　
　

ヘ
タ
ツ
ル
／
シ
ル
シ
ナ
ン
ト
也

　
　
　
　

○
我
身
は
い
と
ゝ
し
み
／
こ
ほ
り
て
。
春
と
も
覚
／
え
ぬ
を
。
衣
手
の
う
す
き
／
の

　
　
　
　

み
さ
す
が
冬
を
へ
た
つ
る
し
る
し
な
ら
ん
と
也
。

　

45　

古
写
本
の

（
マ
マ
）ニ

ホ
フ
ラ
ン
ト
／
ア
ル
カ
タ
ヨ
ロ
シ
カ
ホ
ル
ラ

（
マ
マ
）／

ニ
テ
ハ
調
ワ
ロ
シ
（
歌
末

　
　
　

に
「
に
ほ
ふ
イ
」
と
墨
傍
記
）

　
　
　
　

○
古
写
二
本
と
も
に
ほ
ふ
／
ら
ん
。
と
有
か
た
よ
ろ
し
。
／
か
を
る
ら
ん
に
て
は
調
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わ
ろ
し
。

　

47　

数
な

（
 
マ
　
マ
 
）

ら
ぬ
ミ
ヲ
ハ
ウ
ク
モ
ヘ
／
ト
モ
我
哭
音
ヲ
ハ
メ
ツ
ル
人
モ
／
ナ
シ
ト
述
懐
セ
リ

　
　
　
　

○
数
な
ら
み
身
を
は
／
う
く
お
も
へ
ど
も
／
我
哭
音
を
ば
。
め
つ
る
／
人
も
な
し
と

　
　
　
　

述
懐
せ
り
。

　

62　

後
拾
十
五　

永
胤
法
師
／
い
つ
か
た
へ
ゆ
く
と
も
月
の
み
え
ぬ
か
な
／
棚
引
く
も
の
空

　
　
　

に
な
け
れ
は

　
　
　
　

○
後
拾遺集
十
五
。
永
胤
法
師
／
い
つ
か
た
へ
ゆ
く
と
も
月
の
み
え
ぬ
哉
棚
引
／
く
も

　
　
　
　

の
空
に
な
け
れ
は
。

　
　
　
［
大
野
本
書
入
］

後
拾
十
　
五
　 

永
胤
法
師
／
い
つ
方
へ
ゆ
く
と
も
／
月
の
み
え
ぬ
か
な
／
棚
引
雲
の
そ
ら
に

／
な
け
れ
は

　

63　

拾
遺

一
　 

読
人
不
知
／
花
見
に
は
む
れ
て
ゆ
け
／
と
も
青
柳
の
い
と
の
も
／
と
に
は
く
る

　
　
　

ひ
と
も
な
し

　
　
　
　

×

　
　
　
［
大
野
本
頭
書
書
入
］

　
　
　
拾
遺
一
　
　

読
人
不
知
／
花
見
に
は
む
れ
て
ゆ
／
け
と
も
青
柳
の
糸
／
の
も
と
に
は
く
る
／

　
　
　
人
も
な
し

　

71　

〇（
○
、
マ
マ
）

万
葉
に
引
哥
／
石
見
の
海
う
つ
た
の
／
山
の
木
間
よ
り
わ
か
ふ
／
る
袖
を
い
も
み
つ

　
　
　

ら
ん
か
（
歌
七
一
「
ま
つ
ら
」
の
左
に
「
う
つ
た
」
と
墨
傍
記
）

○
万
葉
に
引
哥
／
石
見
の
海
う
つ
た
の
山
の
／
木
の
間
よ
り
わ
か
ふ
る
／
そ
て
を
い

も
み
つ
ら
ん
か
（
左
に
小
字
で
「
イ
ニ
ア
リ
」
と
傍
記
）

　

74　

献
芹（

マ
マ
）

の
故
事
ハ
童
蒙
抄
ニ
／
俊
頼
抄
等
ニ
／
委

　
　
　
　

○
芹
つ
む
事
／
童
蒙
抄
、
俊
頼
抄
。

　
　
　
　
［
大
野
本
書
入
］

　
　
　
　
献
芹
の
故
事
は
童
蒙
／
抄
□
□
委

　

75　

此
哥
ノ
コ
ト
袋
草
子
ニ
／
委
見

　
　
　
　

○
此
哥
の
事
袋
草
／
子
に
委
。

　
［
大
野
本
書
入
］

　
夫
木
洞
院
摂
政
家
／
百
首
／
し
な
の
ち
や
風
の
／
は
ふ
り
に
心
せ
よ
／
白
ゆ
ふ
花
の

　
匂
ふ
／
神
垣
／
家
長
朝
臣

　

76　

新
撰
朗
詠　
　

佐
国
／
六
十
余
回
看
未
飽
他
生
定
作
愛
花
人

　
　
　
　

○
新
撰
朗
詠
。
佐
国
。
／
六
十
余
回
看
未　
レ

飽
。
／
他
生
定
作　
二

愛　
レ

花
人　
一

。

　

88　

本
行
く
る
ハ
上
ヨ
リ
つ
る
ヲ
／
ツ
ゞ
ケ
カ
ケ
ル
誤
也
つ
る
ト
／
ア
ル
本
ソ
タ
ゞ
シ
キ　

　
　
　
（
歌
八
八
「
く
る
」
の
右
に
「
つ
イ
」
と
墨
傍
記
）

○
本
行
。
く
る
は
上
よ
り
／
つ
る
を
つ
ゞ
け
か
け
る
誤
／
也
。
つ
る
と
有
本
そ
た
ゝ

／
し
き
。

［
大
野
本
頭
書
書
入
］

本
行
く
る
は
上
よ
り
／
つ
る
を
つ
ゞ
け
か
け
／
た
る
誤
也
つ
る
と
／
あ
る
本
そ
正
き

　

全
二
十
八
例
の
う
ち
、
南
部
本
に
あ
っ
て
間
宮
本
に
な
い
注
は
五
例
、
南
部
本
に
見
ら
れ

な
い
が
間
宮
本
に
あ
る
の
が
一
例
で
、
異
な
る
も
の
も
あ
る
も
の
の
、
文
言
は
勿
論
、
仮
名
や

漢
字
の
用
字
に
い
た
る
ま
で
同
様
の
も
の
が
目
に
つ
き
、
全
体
に
大
変
よ
く
一
致
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
南
部
本
に
な
く
て
間
宮
本
に
あ
る
一
例
に
は
「
永
好
曰
」
と
し
て
自
注

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
間
宮
本
か
ら
南
部
本
（
の
原
本
）
へ
と
い
う
注
の
転
記
は
考

え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
だ
け
特
記
さ
れ
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
同
文
の
注

（
26
）
に
間
宮
本
が
「
故
翁
曰
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
南
部
本
の
注
は
小

山
田
与
清
の
そ
れ
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
野
本
は
契
冲
本
を
祖
本
と
し
清
水
浜
臣
ら
の
注

を
書
き
入
れ
た
り
も
し
て
い
る（
注
二
十
八
）

か
ら
、
共
通
す
る
も
の
は
そ
の
辺
り
の
事
情
に
よ
り
、
与
清
原

本
の
注
に
は
与
清
の
も
の
で
な
い
も
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
間
宮
本
は
、
南
部
本

群
書
類
従
と
同
内
容
の
与
清
校
本
群
書
類
従
を
も
っ
て
校
合
書
入
れ
し
、
そ
の
注
を
移
植
し
、

自
注
を
付
加
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
此
本
今
水
戸
家
ヘ
献
上
彼
御
文
庫
ニ
ア

リ
」
と
い
う
か
ら
、
南
部
本
群
書
類
従
原
本
の
与
清
手
沢
群
書
類
従
本
が
確
か
に
あ、

、

、

っ
た
の
は

確
実
で
あ
る
。

（
ア
キ
、
マ
マ
）
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南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
の
「
散
木
奇
歌
集
」
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
つ
つ
、
半
ば
明
ら

か
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
「
与
清
」
識
語
が
小
山
田
与
清
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

識
語
の
み
が
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
内
容
も
ま
た
与
清
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
ま
た
そ
の
書
入
れ
の
意
味
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
首
尾
繁
簡
と
も

に
整
わ
ぬ
も
の
に
な
っ
た
。

　

既
に
ま
と
め
る
必
要
も
な
い
が
、繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、南
部
家
旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散

木
奇
歌
集
」
は
、
小
山
田
与
清
が
か
つ
て
所
蔵
し
種
々
の
書
入
れ
を
行
っ
た
群
書
類
従
本
の
複

製
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
そ
の
本
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
戸
家
に
献
納
さ

れ
た
与
清
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
今
、
そ
れ
を
「
居
乍
ら
に
し
て
見
る
こ
と
が
出（
注
二
十
九
）

来
る
」
の

で
あ
る
。

　

本
書
の
閲
覧
と
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
た
盛
岡
市
中
央
公
民
館
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
閲
覧

を
許
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
特
別
資
料
室
に
謝
意
を
表
す
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
、
井
上
宗
雄
、
小
峯
和
明
、
高
橋
昌
彦
、
中
野
三
敏
、
松
本
智
子
、
宗
像
和

重
の
教
示
と
高
配
と
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

本
稿
は
、「
古
典
研
究
会
」
と
「
日
本
語
・
日
本
文
学
の
総
合
研
究
」（
総
合
科
学
研
究
チ
ー
ム
）

の
合
同
研
究
会
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
七
日　

福
岡
大
学
）
に
お
い
て
、「〈
種
蒔
く
人
〉
小
山

田
与
清
」
と
し
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

注

注
一　

関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』（
校
本
の
本
文
は
群
書
類
従
本
）（
一
九
五

　
　

二　

明
治
図
書
出
版
）、同
『
中
古
私
家
集
の
研
究　

伊
勢
・
経
信
・
俊
頼
の
集
』（
一
九
六
七

　
　

風
間
書
房
）

注
二　

関
根
慶
子
・
大
井
洋
子
『
阿
波
本　
散
木
奇
歌
集　

本
文
・
校
異
篇
』 （
一
九
七
九　

風

間
書
房
）

注
三　

関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集　

集
注
篇　

上
巻
』（
一
九
九
二　

風
間
書
房
）、関
根
慶
子
・

古
屋
孝
子
『
散
木
奇
歌
集　

集
注
篇　

下
巻
』（
一
九
九
九　

風
間
書
房
）、
関
根
に
は
ま

た
「
悲
歎
部
」
の
み
の
注
、『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
80　

一
九
六
四

　

岩
波
書
店
）
の
「
大
納
言
経
信
集　

附 

散
木
奇
謌
集 

第
六 

悲
歎
部
」
が
あ
る
。

注
四　

平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈠
」（
一
九
八
八　
「
斯
道
文
庫
論
集　

第
二
十
三

輯
」）、
平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈡
」（
一
九
九
二　
「
斯
道
文
庫
論
集　

第

二
十
七
輯
」）

注
五　

財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

散
木
奇
歌
集
』（
解
題
川
村

晃
生
）（
一
九
九
三　

朝
日
新
聞
社
）

注
六　

例
え
ば
、
顕
昭
所
持
本
、
美
福
門
院
加
賀
筆
本
、
狩
谷
棭
斎
本
、
清
水
浜
臣
書
入
本
、

小
山
田
与
清
旧
蔵
本
、
群
書
類
従
本
の
校
合
本
の
織
部
正
乗
尹
本
や
、
岩
手
県
立
図
書
館

蔵
の
黒
川
盛
隆
筆
本
（
函
架
番
号　

新
０
９
９
／
Ｋ
３
２
）
な
ど
。

注
七　

こ
の
こ
と
は
た
だ
ち
に
群
書
類
従
写
本
（
和
０
１
７
８
）
が
群
書
類
従
本
（
和
０
１
７
８
）

の
写
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
後
述
す
る
。
ま
た
、
以
下
南
部
家

旧
蔵
群
書
類
従
本
「
散
木
奇
歌
集
」、
ま
た
こ
の
二
本
に
つ
い
て
は
適
宜
略
記
す
る
。

注
八　

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
刊
。
未
見
。
南
部
明
子
『
常
磐
園
集
』（
一
九
〇
六　

太

田
時
敏
）
本
居
豊
穎
序
、
太
田
時
敏
跋
（
国
立
国
会
図
書
館　

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
に
よ
る
）、『
盛
岡
市
史
』
第
八
巻
「
再
続
人
物
志
」（
太
田
孝
太
郎
）（
一
九
八
二
復
刻

版　

盛
岡
市
）。

注
九　

明
治
三
九
年
刊
。
南
部
明
子
（
太
田
時
敏
編
）『
常
磐
園
集
』（
一
九
〇
六　

太
田
時
敏
）

太
田
時
敏
跋
（
国
立
国
会
図
書
館　

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
よ
る
）。
な
お
、
太

田
時
敏
は
当
時
の
南
部
家
家
令
で
あ
る
。

注
十　
「
五
部
合
集
」、「
栄
花
物
語
抜
書
」
と
も
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

注
十
一　

注
八
『
常
磐
園
集
』
の
序
跋
。

注
十
二　

写
本
は
南
部
明
子
筆
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

注
十
三　

写
本
の
方
は
、
い
く
ぶ
ん
与
清
筆
に
近
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
趣
を
残
し
て
い
る
よ
う
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に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
小
山
田
与
清
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
二
十
一
歳
の
時
に
高

田
家
の
養
子
と
な
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
四
十
三
歳
で
本
姓
の
小
山
田
に
復
し
て

名
を
将
曹
と
改
め
る
の
で
あ
る
が
、本
稿
で
は
通
行
の
小
山
田
与
清
を
用
い
る
。
筆
者
は
、

与
清
の
日
記
「
擁
書
楼
日
記
」
や
群
書
類
従
の
刊
行
状
況
か
ら
、
以
下
に
述
べ
る
与
清
の

書
入
れ
は
高
田
姓
の
頃
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

注
十
四　

彰
考
館
蔵
の
い
わ
ゆ
る
小
山
田
本
や
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
小
山
田
与
清
旧
蔵
本
な

ど
に
与
清
自
身
の
筆
に
よ
る
そ
の
様
相
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。

注
十
五　

煩
瑣
だ
が
、
あ
る
程
度
の
分
量
が
必
要
な
の
で
第
十
一
丁
ま
で
と
し
た
。
第
十
丁
ま

で
で
も
よ
い
の
で
あ
る
が
、
第
十
一
丁
に
考
察
の
た
よ
り
と
な
る
部
分
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
上
欄
外
の
書
込
み
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

注
十
六　

群
書
類
従
と
群
書
類
従
写
本
と
で
は
、
記
号
の
位
置
は
一
致
し
な
が
ら
点
、
線
の
種

類
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
も
記
号
の
違
い
に
よ
っ
て
何
か
が

種
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
少
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注
十
七　

い
わ
ゆ
る
「
抄
録
」
や
「
類
字
」
で
あ
る
。
与
清
が
最
終
的
に
作
成
し
よ
う
と
し

た
の
は
「
群
書
捜
索
目
録
」。
こ
の
索
引
と
索
引
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、「
松
屋
筆
記
」

に
与
清
自
身
の
言
が
あ
る
が
、
清
宮
秀
堅
『
古
学
小
伝
』（
一
八
五
三
・
安
政
四
年
稿　

一
八
八
六
刊　

国
会
図
書
館
蔵
再
版　

一
九
〇
三
に
よ
る
）、
清
水
正
健
『
水
戸
文
籍
考
』

（
一
九
二
二　

須
原
屋
書
店
）、
天
野
敬
太
郎
「
小
山
田
与
清
と
「
群
書
捜
索
目
録
」」（
天

野
敬
太
郎
著
作
集
『
書
誌
索
引
論
考
』　

一
九
七
九　

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）、
岡
村
敬
二

「
小
山
田
与
清
の
類
字
函
」（
一
九
八
八　
「
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
」第
二
十
四
号
）、同「
蔵

書
家
の
視
界
―
―
小
山
田
与
清
と
擁
書
楼
―
―
」（
横
山
俊
夫
編
『
視
覚
の
一
九
世
紀
―

―
人
間
・
技
術
・
文
明
』所
収　

一
九
九
二　

思
文
閣
出
版
）、同『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』（
講

談
社
選
書
メ
チ
エ
71　

一
九
九
六　

講
談
社
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。
ま
た
索
引
と
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
も
一
部
残
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
索
引
は
一
人
与
清

の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
和
学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
彼
ら
の
学
の
基
礎
で
あ
っ

た
。
伝
本
も
多
い
。

注
十
八　

本
文
は
自
筆
本
の
翻
印
で
あ
る
国
書
刊
行
会
本
『
松
屋
筆
記
』（
市
島
春
城
校　

三

冊　

一
九
〇
八
）
に
よ
る
。
括
弧
内
は
そ
の
頁
数
と
項
目
の
番
号
、傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

注
十
九　
「
松
屋
筆
記
」
の
考
証
に
は
写
本
と
群
書
類
従
本
両
方
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
そ
の

項
目
の
排
列
の
順
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
群
書
類
従
本
の
引
用
は

そ
の
後
半
に
多
く
出
る
よ
う
で
あ
る
。「
松
屋
筆
記
」は
注
十
八
の
国
書
刊
行
会
本
に
よ
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
の
特
別
資
料
室
に
は
国
書
刊
行
会
本
翻
印
刊
行
当
時
所
在
不
明
だ
っ

た
部
分
が
あ
る
が
、
筆
者
は
ま
だ
そ
の
全
部
を
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
間

宮
本
の
奥
書
と
間
宮
本
そ
れ
自
体
も
そ
の
証
で
あ
る
。
注
二
十
一
参
照
。

注
二
十　

注
一
に
同
じ
。

注
二
十
一　

間
宮
永
好
は
字
、
叔
芳
、
通
称
、
一
郎
ま
た
又
左
衛
門
。
与
清
と
同
じ
「
松
屋
」

を
称
し
た
人
で
あ
る
。
清
水
正
健『
水
戸
文
籍
考
』（
一
九
二
二　

須
原
屋
書
店
）に
は「
間

宮
松
屋
」
と
立
項
し
て
、「
小
山
田
松
屋
の
門
人
に
し
て
。
其
の
雅
号
を
襲
ぎ
。
亦
松
屋

と
云
ふ
。
天
保
中
進
仕
。
倭
書
局
に
入
り
。
編
集
に
任
ず
。
後
出
で
て
朝
廷
に
仕
へ
。
明

治
五
年
没
す
。
年
六
十
八
」
と
あ
る
。

　
　
　

与
清
の
『
松
屋
叢
考
』
の
「
三
絃
考
」
の
奥
に
「
文
政
九
年
六
月　

門
人　

江
戸　

間

宮
叔
芳
／
林
尭
臣　

同
校
」
と
あ
り
（『
日
本
随
筆
大
成
』
新
装
版
〈
第
一
期
〉
第
16
巻

　

一
九
九
四　

吉
川
弘
文
館　

に
よ
る
）、
小
山
田
与
清
「
後
楽
園
拝
見
記
」
に
「
年
号

名
を
天
保
九
年
と
い
ふ
と
し
の
五
月
の
廿
六
日
に
、
小
石
川
の
御
舘
の
御
島
山
を
み
よ
と

の
仰
せ
あ
り
け
れ
ば
、
未
の
時
許
、
久
米
彦
助
、
西
野
新
治
、
間
宮
一
郎
、
な
ど
と
も
な

ひ
て
、
御
苑
ゝ
内
に
入
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
間
宮
永
好
が
浄
書
し
、
そ
の
後
与
清
が
校

正
し
た
一
冊
で
、
奥
に
「
小
山
田
将
曹
平
与
清
上
／
門
人
間
宮
一
郎
源
叔
芳
謹
書
」
と
記

す
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

函
架
番
号
ナ 04 03391

）。

　
　
　

な
お
、
源
輳
は
渡
辺
孫
右
衛
門
。
同
じ
く
与
清
の
門
人
で
あ
る
。
高
田
家
旧
蔵
「
松
屋

升
堂
名
簿
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

巻
二
の
み
存　

函
架
番
号
ヌ05 05042

）
に
「
文

政
三
年
庚
辰
秋
九
月
二
十
五
日
／
渡
辺
孫
右
衛
門
／
源
輳（
花
押
）」と
自
署
す
る
人
物
で
、

与
清
の
「
倭
学
戴
恩
日
記
」（
浄
書
本　

高
田
家
旧
蔵　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

函
架

番
号
ヌ06 05759
）に
は
数
箇
所
に
渡
辺
輳
と
し
て
見
え
、「
寄
合
衆
／
字
孫
左
衛
門
」（
天



福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

九
（
一
）
二
〇
〇
九

（ 　 ）20

二
〇

保
二
年
九
月
十
四
日
条
）と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
平
澤
五
郎「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈡
」（
注

四
）
に
未
詳
と
す
る
「
源
輳
の
記
「
師
翁
」、「
松
舎
」」
は
小
山
田
与
清
で
あ
ろ
う
。

注
二
十
二　

注
四
の
平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈡
」　

な
お
、「
潜
龍
閣
蔵
書
記
」
印
の

あ
る
「
松
屋
蔵
書
目
録
」（
高
田
家
旧
蔵　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

イ02 02309　

巻

末
に
識
語
「
右
小
山
田
与
清
翁
俗
称
外
記
字
文
儒
号
知
非
斎

別
号
松
乃
舎　
　
　
　
　
　

／
水
府
君
江
献
本
之
目
録
七
巻
者
／
同

藩
豊
島
源
次
郎
記
也
／
各
冊
ニ
御
蔵
書
印
有
之
」）
の
「
第
百
四
十
七
号
」
に
は
「
散
木

集　

十
」
と
あ
る
が
、
松
本
智
子
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
分
に
は
明
ら
か
に
群
書
類

従
で
あ
る
家
集
が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、「
散
木
集　

十
」
は
そ
の
直
前
に
あ
る
の
で
、
こ

れ
が
群
書
類
従
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注
二
十
三　

注
一
の
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』「
後
記
」

注
二
十
四　

注
四
の
平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈡
」

注
二
十
五　

注
四
の
平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈡
」

注
二
十
六　

な
お
、
先
に
見
た
朱
の
頭
書
は
、
ま
た
行
左
右
の
傍
線
類
、
記
号
類
も
、
間
宮
本

に
は
な
い
。
こ
れ
ら
が
持
っ
て
い
た
役
割
は
間
宮
本
に
お
い
て
省
か
れ
て
い
る
。
必
要
と

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注
二
十
七　

大
野
本
は
「
大
野
広
城
が
天
保
二
年
十
一
月
書
写
し
、
類
従
本
を
茶
、
浜
臣
其
他

後
人
書
入
を
墨
で
校
合
書
入
し
、契
冲
の
頭
注
等
を
朱
で
書
入
れ
た
本
」（
関
根
慶
子
『
散

木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』）
で
あ
る
。
間
宮
本
は
『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵 

歌
学
資
料
集
成
』

の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
、
大
野
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

注
二
十
八　

注
四
の
平
澤
五
郎
「
散
木
奇
歌
集
伝
本
考
㈠
」

注
二
十
九　

関
根
慶
子
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』（
注
一
）


